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1は し が き
地球上 に人類 が 出現 して よ り、除 々 に人 口は増 加 し、18世紀 の始 め には10億人 にふ くれ上 り、その
後現 在 に至 る まで僅 か200年 を経 ぬ内 に40億人 に達 しよう と して い る。今 世紀 の終 りには74億人 に達
しよ うと して い る。 人類 が住 居 は もっが 、生産 の主 な もの が農耕 、漁 業 な どの み に頼 って いた時代 に
は 自然 の生態 系 をひ ど くこわす こ とな く、一応 は 単純 な 自然の システ ムの 中 に生 存 をつ ・'けて くるこ
とがで きた。 しか しこの100年の 間 に産 業形 態 が急激 に変革 し、進 歩 して きた。水 力 、火力 、原子 力
に よるエ ネル ギーの供 給 を必 要 とす る産業 は、人 類 に多 くの機 械 、建 築 、化学 薬 品 、衣 類 、食糧 な ど利
益 をもた ら し、生活 を便 利 に豊 か に した こ と も事 実 で あ る。一方 自然 の生 態 系 は いろ いろの面 で影 響
をうけ、異質 な もの へ の変化 をした り、破 壊 に まで至 った もの もあ る。生 態 系 の変化 につ いて 、 い くつ
か に分 け てみる。
(イ)工 場 の排 出物 や農薬 散 布 な ど に よ り毒物 が排 出 され る。水銀 ・鉛 ・カ ドミュー ム な どの重金属
類 、農 薬 と してのDDT、 　BHC、　さ まざ まな工 場廃 棄 物 と して のPCB等 を含む 有機塩 素化 合物
は、魚 ・肉 ・野菜 に蓄積 され 、人 間 に食 され人体 をむ しばん でい く。
(ロ)人 間社 会 か ら出 され る有機 廃棄 物(糞 便 その他)。 バ ル ブ工 業 の よ うな有機 原料 を使 う工 場 か
らのヘ ドロ放 出 、中性洗剤 に よる多 量 の燐酸 の放 出 な どに よって湖 、 河 、沿 海 の水 を栄養 過 多 にす
ると同 時 に 、多 量 の植物 プ ラ ンク トンの所謂 大発 生 、ひ きつ ゴきお こる魚類 の へ い死 等 有機廃 棄物
も多 す ぎる と自然 の生 態系 を大 き くこわ し、生 産 をな くして しま う。
(ハ)人 間 はエ ネル ギー を得 るた め に石 油 、石 炭 、天 然 ガ ス な どを燃 焼 し、炭 酸 ガ スが空 中へ放 出 さ
れ蓄積 され てい く。勿論 植 物 の同化 作用 で使 わ れ る こ とが あ る に して も世 界の炭 酸 ガ ス濃度 は 、年
0.7ppmの速 度 で増加 して い る といわれ る。 これ らは全地 球 の熱収 支 を さえ 変 え うる大 きさ に達 し
た とい う。炭酸 ガ ス の他 に も大 気 中 に放 出 され る もの は多 く、イ オ ウ酸化 物 、 オ キ シダ ン トな ど光
化学 ス モ ッグの原 因 となる汚染 物質 は人間 の住 む地球 の大気環 境 を変質 させ 、直接 人間 の生 存 をお
びや かす まで にな って きた。
以上の生態系の変質は除々に南極地域 にまで及 ぼうとしている。大陸氷の中の鉛量の増加、ペ ンギ
ンの骨の中のDDTの 発見等 い くつかの報告が出始 めている。 日本の南極観測計画の中に生物学 、医
学、地球化学 の3つ の方面か ら環境変化 と南極 の生物 のうける影響 を長期 に亘 って調査 し、地球 の環
境汚染の監視 に も役立てるような観測計画が くみ入れ られた。環境科学系の研究題 目は次 の通 りであ
る。
昭和基地周辺の生物 圏 を中心 とする環境科学総合研究
生物学部門:人 為 汚染のバ ックグラウ ンドとしての露岩地域の生態系の研究 お よび昭和基地付
近 の水質汚濁の生物学的判 定
地球化学部門:地 球 汚染物質の地球化学的研究




(1)南極 海 の生 態系
生物 は 自己 を と りま く、空 気 ・水 ・土 とい った 、 いわゆ る無機 環境 と密接 な関 係 を持 って生 活 して
いる。 また 、生 物相 互 の 間には 、食 う食 われ る とい った生 物 的 な関係 が認 め られ るが 、 この ように、
あ る生 物個体 に とって何 らか の関係 を もつ他 の生 物 は有 機環 境 とか生 物環 境 とか と呼 ばれ る。無機 環
境 の一 要 素 と して地 球上 に存在 す る窒 素 は、植 物 体 を形 ち造 る蛋 白質 と して生 物 に と り込 まれ 、動 物
体 を経 るな り、或 は 死 滅 した後 、直接分 解 バ クテ リアの作 用 に よ り無機 環 境 に もどる。 また、太陽 エ
ネル ギー も有色植 物 に固 定 され 、一部 は食 物 と して小動 物 に食 わ れ 、小 動物 は大動 物 に食 われ るとい
う形 でつ ぎつ ぎに移 送 され、 これ らの生 物 の生活 に ともな って熱 な どの形 で無機環 境 へ解 放 され る。
そ してつ い には、生 物 の死 に伴 っ て腐 敗 ・分解 の過 程 を経 て完 全 に無機環 境 へ もどる。 この ように、
物 質 を とってみ て もエ ネル ギー につ いてみ て も、生 物 とそれ を と りま く無機 環境 とは一 連 の系 とみ る
こ とが で き、我 々は これ を生態 系 と呼 ぶ ので あ る。
ところが 、一 口に生 態系 とい って も、そ の空 間 的 な広 が りにつ いての きま りは全 くな いの で あっ て、
地球 を一 つ の生態系 とみ るこ とさ え もで きる。 しか し、実 際 に我 々が仕 事 を進 め る場合 には 、あ る一
つ の湖 の生態 系 で あ る とか 、山塊 の生 態系 で あ る とか とい った よ うに、具体 的 に一つ の ま と ま りの あ
る系 として扱 い易 い地 域 に対象 を限 って、○ ○湖 の生 態系 の研 究 とか、 ××山塊 の生態 系 の調査 だ と
か と呼 ぶ こ とが 多 い。 こ うい った意味 で"南 極 海 の生 態系"と い う言葉 も使 われ るので あ る。 したが
って 、 この系 は決 して閉鎖 的 な もので は な く、 む しろ境 を接 す る他 の地域 との間 には絶 えず 交流 が行
なわ れ てい る。 しか も、南極 海 は膨 大 な広 が りを持 ってお り、鋭 意調 査 が進 め られ て い る とは言 う も
のの 、不 明 な点が 多 く、今 後 の研 究 が また れて い るので あ る。
亜熱 帯収 束線 と南極 収束 線 との間 は亜南極 海 、南極収 束線 と南極 大陸 との間 は南極 海 と呼 ばれ る。
亜 熱帯 収束 線 は40°S～45°Sあ た りにで きる北方 か らの暖 流 と南 方 か らの亜 南極 表層水 とが境 を接
す る不連 続線 で あ る。 こ こ を境 に して約6～7°C(収 束線 の南 で8～9°C)の 水 温 の差 が認 め られ
る。 また 、南極収 束線 は55°S付 近 に形成 され る亜 南極 表 層水 と南極 大陸周 縁 の65°S付 近 で 湧昇 し
(ここ を南極 発散 線 とい う)北 上 す る寒 冷 な南極 表 層水 とが境 を接 す る と ころ であ る。 この収 束線 の
南 北 での夏 の水 温 は 、そ れぞれ 、約4°C、約2°Cで ある。 この ように二 つ の海域 の表層 付近 はか な り
は っ き りと区分 で きる。 しか し境 界付近 で それ ぞ れの海 流 が混合 す るこ とは もち ろんで あ る。 また 、
中層部 、深 層部 の海 流 は両 海 にわ た り全 く一連 の もの で 、両 海 を合せ て南大 洋 と呼 ぶ根拠 とな ってい
る。 しか し具 体 的 に生 態系 の構 造 を考 える場合 に、 ここで述 べ た南北 方 向の地 理 的 な差 異 と同 時 に 、
沿 岸 ・遠 洋 といっ た地 域 的 な条 件 を充 分考 慮 す る必 要 が あ る。あ え て言 えば 、遠 洋 の生態 系 の構 造 は、
地理 的差 異 によ る構 成 要 素の違 い はあ って も、比 較 的均 一 で、一 ま とめ に して考 えや す い とい える。
遠 洋 の生態 系 の構 造 を考 え てみ る と、南極発 散線 で湧昇 した 、窒 素 ・燐 ・珪 素 な どの栄 養 塩 類 と太
陽 エ ネル ギー で植 物 プ ラ ンク トンが 増殖 す る。 これ らの植 物 プ ラ ンク トンは、か い あ し類 、端脚 類 、
オ キア ミ類 な どの動物 プ ランク トンに捕 食 され 、動 物 プ ラ ンク トンは、あ るい は直接 にあ るいは イカや
魚 な どの 中型 の遊泳 動物 を経 て、 クジ ラ、 アザ ラシ、ペ ンギ ンな どに捕 食 され る。夏 の氷縁 付近 で は
オ キア ミが重要 であ り、北 方 の亜 南極 海 ではか い あ し類 や端 脚類 が 、植物 プ ラ ンク トンと大型 の動 物
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とを結ぶ役割 を演 じている。植物プ ランク トンか らわずか一段階 を経 ただけでクジラや アザラシの大
型肉食哺乳動物へ太陽エネル ギーが転送 されるということ、いい換 えると食物連鎖 が短 かい ことが、
亜南極海 ・南極海 の生態系 の構造の特徴の一つ とされている。
同 じ南極 海 で あって も、南極大 陸や 島 々の沿 岸部 の生 態系 には底 生生 物 と海 氷 を棲 み家 とす る生物
群 とが加 わ る。底生 生物 の 中 には、 ホヤ 、 コケム シ、カ イ メ ンな どの よ うに海 底 に固着 して、 あ るい
は二 枚 貝 の よ うに砂 泥 に埋 ま って、プ ランク トンや そ の死 が い を海水 とと もに吸 い込 み濾 しとる動 物 、
ヒ トデ 、ウニや 巻 貝 、 ヒモム シの よ うに海底 をは い廻 って動 物 とその死 が い を食 う動 物 とが含 まれ る。
これ らの動 物 は 、昭和基 地 の近 くに も数多 く住 ん で い る。魚 に も海 底付 近 で生 活 す る ものが多 く、昭
和 基地 の近 くで これ まで に採 集 され た9種 類 の魚 の うち8種 類 までが底 魚 で あ った。
魚 を除 い て底 生生 物 が どれ程 アザ ラ シや ペ ンギ ンな どの大 型動 物 に利用 され てい るか はわ か らな い。
む しろ殆 ん ど利 用 され てい ない であ ろ う と思 われ る。 しか し、だ か らとい って底生 生物 が 南極 海 の生
態 系 に 占め る比 重 が小 さい とい うことには な らな い。 その莫 大 な現 存 量 か ら推 して、沿 岸 の生 態系 の
中で の消費者 と しての働 きを充 分評価 しな くて は な らな いで あ ろ う。
大型 藻類 も広 く分 布 してい るが生態 学 的 な研 究 は充 分 に行 なわれ て い ない。
南極 大陸 の沿 岸 は周年 或 い は一年 の か な り長 い期 間 、海 氷 に覆 わ れ て いる。秋2月 結氷 が始 ま り、
3月下 旬氷 の厚 さが30cmほどにな った頃 、氷 の下 端付 近 の氷 の結 晶の 間で珪 藻 な どの微 小藻 類 や原生
動物 が繁 殖 し、 この ため氷 が褐 色 に見 え るほ どに な る。 その後 、 日射 が 少 な くな る と藻類 の繁 殖 は、
殆 ん ど認 め られな くなる。一 方 、海氷 は冬 か ら春 先 へ かけ て成長 を続 け10月初 旬 には150cmに達 す る。
もちろん この期 間 の海氷 は透 明 か 白色 で 、い わゆ る着色 現象 は見 られ な い。 しか し実際 には 、8月 末
か ら 目立 たな いなが ら、微 小 生物 の繁 殖 が氷 の下 端 で は再 び は じま って いるの で あ る。 この時期 には
海水 中の微 小藻 類 は まだ極 め て少 な く、海氷 中の微 小生 物 を求 め て微 小 甲殻 類 が氷 の直 下 に現 わ れ る。
この 甲殻 類 を 目がけ て集 る稚 魚 を見 る こ とが で きる。
10月以降 日射 の増 加 につれ 、藻類 と くに珪 藻類 の繁殖 が著 る し く、12月初 旬 まで には氷 の下端 は再
び褐 色 にな る。　 XXふじ"が 氷海 を航 行 す る と き、 ひ っ く り返 った氷 の裏側 が褐 色 に見 えるの は これで
あ り、そ こで はオ キア ミな どが跳 ねて い るの をよ く見 か け るこ とが で きる。 これ ら海氷 下 の微 小藻 類
はオ キア ミなどの動 物 プ ラ ンク トンの食 物 となっ てい る こ とがわ か っ ている。
夏 の盛 りたな る と海 氷 の一部 は崩 れ、藻類 は海 氷 中 に放 出 され る。海 水 中 を漂 い なが ら動 物 プ ラ ン
ク トンの餌 とな る こ とは勿 論 で あ るが 、海 底 に大量 に落 下 して 、先 に述 べ た底生 動 物 の餌 と もな るの
で あ る。
遠洋 部 で見 られ た プ ランク トンを出発 点 とす る生 態 系 に、海 氷 と海 底 の生物 が加 っ た沿 岸 の生態 系
の構 造 こそ南極 海 の生 態系 の典 型 だ と考 え られ る。 しか し、南極 海 北部 にあ る島 々の沿 岸 の生態 系 に
つ いて考 え る場 合 に、海 氷 の生 物 の意味 が 少 な くな る こ とは もちろん であ る。(星 合 孝男)
(2)陸上 の生態 系
1.南極 の生 物相:南 極 大陸 には樹木 はな く、花 の咲 く植 物 と しては南極 半 島 にわ ず か2種 類 、ナ ンキ
ョク コメス スキ、ナ ンキ ョク ミ ドリナデ シ コが あ るにす ぎない。 大陸 の大 半が 雪 と氷 にお ・われ て、
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大陸 の周辺 地域 の一 部 と内陸部 で は高 山 の頂 きが露 岩 とな って いるが 、 そ こにわず か に蘇 苔類 、地 衣
類 、藻類 な どが生育 して い る。 しか し生 物 の環 境 と して は きび しい と ころで あ る。す なわ ち雪 は あ る
が 、植 物 に必 要 な水 分 と しては夏 の雪 どけ水 が 唯一 の もので あ る し、海 岸地 域 で さ え気 温 は年平 均
一10°C以下 とい う寒 さで 、 月 に1～2回 猛 烈 なブ リザ ー ドに見 舞 われ る。 日照 も冬 には極端 に少 な く、
夏 のみ に集 中す る な ど物理 的条 件 は非 常 にわ る い。栄 養分 の補 給 も海鳥 の糞 に た よる場 合 の多 い こ と
な どか ら、植 物群 落 は限 られた地域 に しか発達 してい ない。 したが っ て南極 大 陸 の植物 相 は貧 弱 な も
の とな ってい る。
貧 弱 な植 物 相 と と もに動 物相 も貧 弱 であ る。南極 半 島 にユ ス リカ科 の 昆 虫が い るが 、南 極大 陸周 辺
の 自由生 活 の動物 と して は トビム シ とダニが いる にす ぎない。 コケや 藻類 の含 んで い る水 分 の 中 に微
小 な動物 、ア メーバ 、ゾ ウ リム シな どの原生動 物 、 ワム シ、 クムマ シ、セ ンチ ュ ウな どが生 息 して い
る。 これ らの動物 は冬 の間 は凍 結 してお り、夏 だ けが生 活 す る期 間 とな る。
南極 の動 物 と して アザ ラ シや ペ ンギ ン、ユ キ ドリな どの海 鳥 が あ るが 、 これ らの生 活 の場 、 す なわ
ち餌 場 は海 で あ る。海 の動 物 で も繁殖 期 には陸上 及 その周辺 の氷 上 にル ッカ リー をつ くる。昭和基 地
の周辺 でみ られ るアザ ラ シはウェ ッデル アザ ラシ とカニ ク イアザ ラシで あ る。南半 球 にい る18種類 の
ペ ンギ ンの 内、 アデ リー ペ ンギ ンと コウテ イペ ンギ ンがみ られ るが 、 た まに ヒゲペ ンギ ンをみ る こ と
が あ る。海 鳥 と して はナ ンキ ョクオ オ トウ ゾク カモ メ、 ユ キ ドリ、 ケー プ ビ ジ ョン、ア シナ ガ コ シジ
ロウ ミツバ メ な どが あ る。
2.植物群 落:南 極 の蘇 苔類 、藻類 な どが つ くる群 落 は い くつ か の型 にわ け られ るが 、昭和 基地 周辺 で
は純蘇 類群 落 、地衣 類 を と もな っ た蘇 類 群 落 、岩 上 固着地 衣群 落 、葉 状 ・樹枝 状 地衣 群落 の4つ の 型
が み られ る。
植 物群 落 の二 ・三 につ い て述 べ る。 東 オ ングル 島 には コケ の群 落 が砂 地 の上 に生 育 してい る。 しか
も地形 的 にみて山の 南西斜 面 に発 達 してお り、群 落 の約80%は この斜 面 にある といえ る。東 オ ングル
島 の主風 向 は北東 で 、地 吹雪 を伴 った強 い風 もほ とん ど北 東 方向 に集 中 してい る。従 って山 の南西 斜
面 に雪 の吹 き溜 りが で きる。雪 が とけ る とそ こに混 って いた砂 だけ が残 り、その砂 は次 第 に多 くな り
砂地 が で きる。植 物群 落 はその よ うな砂面'に発 達 して い るが 、 こ ・で は冬 は雪 をか ぶ り、夏 にな る と
それ が とけ 、水 分が 供給 され る。気 象 的要 因 に顕 著 に左 右され て い る例 で あ る。 ラ ング ボブデ の苔 平
で は15m×30mの広 さの広 大 な じゅうたん を しい た よ うな コケの群 落が あ る。 ム ラサ キヤ ネゴケ 、ギ
ンゴケ、ナ ガバ ナ ンキ ョクマ ゴケか らな っ てい るが 、 この ような大 きな群 落 が砂地 の上 に発 達 して い
るのは 、 この群 落 の あ る地 面 の少 し山の手 の岩 塊 のか げ にユ キ ドリの巣が ある こ と と関係 が あ る。 す
なわ ち、ユ キ ドリの糞 が 雪 どけ水 に とけて流 れ出 し、植 物 の栄 養 とな る。この よ うな例 は極地 方 には随
所 にみ られ る。 オ ング ルカルベ ン島の ペ ンギ ンル ッカ リー の周辺 では藻類 の群 落 が発 達 す る。 アデ リ
ー ペ ンギ の糞 の とけ た水 が これ ら植 物 を養 っ てい る。
3.動物群 集:昭 和基 地周 辺 の露岩 地 域 の砂 面 を夏 の暖 か い時 期 に丹念 に さがす と小 さいダ ニ を発 見す
るこ とが で きる。 そ こ には砂 だけで 、一見植 物 は全 く見 当 らな いが 、培養 す る と微 小 藻類 を発見 す る
こ とがで きる。 また池 の まわ りの砂 の間 に もこの ダ ニ　(Nanorchestes　sp.)　がす ん で い る。一 方 コ
ケや カ ワ ノ リな どの藻 類群 落 の上や その周 辺 の砂 の 中 をみ る とや は りダ ニ を発 見 す る こ とがで きる。
これ ら植 物群 落 の近 くに多 いダ ニ はTydeus属の2種 類 と思 われ る。 コケ群 落 や カ ワ ノ リな どが含 ん
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で い る水分 の 中 には原 生動 物 、 ワム シ、 クマ ム シ 、セ ンチュ ウな どが生 育 して い る こ とは前 に述 べ た
が 、 これ を植 物水 微小 動物 群 集 な ど と よん で いる。
4.以上植 物群 落 と微小 動物 につ い て述べ て きたが 、南極 の動植 物 の つ なが りをみ る と、海 の生 物 を食
物 と したペ ンギン、ユ キ ドリな どの海鳥 が 陸上 で排 出 した糞 が植 物 群 落 をつ くり、 そ こに微 小 な動 物
が生 活 してい る とい う単純 なつ なが りの ある こ とが多 い ことが分 った。海 鳥 だ けで はな く、海 か らの
吹雪 、風 と と もに風送 塩 が沿 岸地 方 には送 られ て くる。 露岩地 帯 の砂 の中 には多 くの塩類 が 含 まれ て
い る し、湖 水 や溜水 に も含 まれ て いる ことが分 っ て い る。南極 の貧 弱 な生物 相 の形 成 には以上 の よ う
な要 因 と厳 しい環境 が作 用 して い る。
南極 大陸 上 の生物 は この よ うなつ なが りを もちな が ら生 育 をっ"け てい るが 、地 球化 学 の項 で もの
べ られ るよ うな海 か らの物質 の影 響 を うけて い る ことは否 定 で きな い。地球 を一つ の生 態 系 と した と
き、 人間 の社 会 が あ らゆ る面 で この生態 系 の均衡 をみだ して きた。 それ らの乱 れが南極 の生物 に も及
びつ ・あ る。 アデ リー ペ ンギ ンの骨 の中 にDDTが 含 まれ る こ と もその例 であ る。人 間社 会 か らで て
きた汚 染物 質が 、 い ろいろの経 路 を と り、南極 の生 物 に蓄 積 されつ ・あ る実 態 と、今 後 の経 過 を見守
る上 か らも、生 物 の 中の汚 染物質 の測 定 が計 画 され たの で あ る。 これ らの 汚染物 質 の測 定 は生態系 の
メカニ ズムの解 析 と と もに続 け られ るこ とに意 味が あ る。従 って生物 学 の立場 で は、汚 染 の実態 を把




人間の社会活動が、地球上の物質循環 の過程 に大 きな影響 を及 ぼ していることは言 うまで もない。
文明社会 における環境 の破壊、すなわち水圏、気圏、生物園などの汚染 の問題が最近大 きな社会的関
心事 となって きた。これらの諸問題は将来 の人類の生存 にも重大な関連 をもっものであって、現在 そ
の対策 を考 えるべ き段階 にきている。
南極 における地球化学的諸問題の中で も重要 な課題の一つは、地球 自体のバ ックグラウン ドとして
のデータ を知ることである。南極大陸 ならび にその周辺海域 は、人為 的汚染 を比較的受 けていない地
球上でただ一つ残 された地域である。従 って自然環境保持 のうえか らも、早急 に入手すべ きデータや、
是非 とも今の うちに調査 を完了すべ き課題 のい くつかが ここに存在する。
このような見地から地球化学部門では、人類活動 による汚染度の少ない南極大陸 における観測項 目
として、地球のバ ックグラウ ンドとしての物質の存在度 を調べ るとともに、観測基地 の存在 による周
辺環境 の変化の調査 、さらに一歩進 めて環境汚染 を防 ぐための生活行動の方策 などの検討等、数々の
基礎的データ を知ることを目的 として研究 を進める予定である。
1957～58年のIGY以 来、南極観測 に参加 した国 々の中には初 期の観測か ら、南極 の雪氷 あるいは
大気 を対象 として人工放射性降下物の量 と分布、あるいは二酸化炭素の大気中での変化な どを調査 し、
また最近ではペ ンギンなど鳥類に対する農薬の影響な どによって、人類の文明活動 に対する注意 を喚
起 した地球化学的研究例 も少な くない。
日本隊が昭和基地 あるいは外 国隊の基地 などにおいて調査 した内容は、同 じくこの観点 に立つ もの
で あ り、第一次観測以来、機会 あるご とに南極大陸の大気圏、岩石 圏、水圏、生物 圏の全般 にっいて
の物質循環の基礎的データの集積 につ とめてきた。第15次隊から始 まる環境科学研究のプ ロジェク ト
においても、従来 の研究成果の上 に立 って、い くつかの観測項 目を設定 し、調査 を進めたいと考 えて
い る。
2.地 球 化学 部 門 としての意 図
先進 国 は主 と して北半球 に位 置 して お り、 また大気 上 層 にお け る空 気 の動 きが東 西 を主 と して いる
ため 、人 間活動 に よる大気 を経 由す る地 球 の汚 染 は 、南極 が もっ と も低 い と考 え られ る。
国際 的 に も昨年 か ら、 もっ と も汚染 の少 ない と考 え られ る陸 地 と海洋 につ いて ベー ス ラ イ ン観 測地
点 を定め 、国際協 力 によ る観 測 を開始 す る動 きが あ る。 南極 地域 は きわ め て特 異 な状 況(い か な る国
に も属 さな い)に あ る こ と、 日本 が観 測所 を確保 して いる こ とか ら も、国 際的 な動 きが 始 まる前 に、
独 自の研 究 を始 めてお くべ きで あ る。
海 洋 による物質 の運 搬 とサ イ クル の研 究 につ い ては従来 か らの海洋 観 測 に項 目を追 加 す る こ とで よ
いが、地上(岩 盤 お よび積 雪)に つ い ては早 急 に年 次計 画 をた てて実施 を始 め る ことが必要 で 、例 え
ば大気 に よる物質運 搬 や フ ォール ア ウ トの観 測 な どが この例 で あ る。大気 汚染 物質 として考 え られ る
の は、従 来 か ら 日本 隊 が測 定 して い るCO2の他 に 、CO、 硫 黄酸 化物 、窒素 酸化 物 、塵埃 、　Pb、　Cd、
Hg、PCBな どが あ り、 さ らに塩 素化 炭化 水 素 、 その他 多 くの もの が考 え られ る。
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以上の汚染物質の調査 とあいまって重要 なことは、昭和基地周辺 における基地 自体か ら生ずる汚染
の観測 と規制 を開始することである。SO2、CO、炭化水素、栄養物質その他 の放出が基地周辺の環
境汚染の要因になることは言 うまで もない。 またロケ ット観測による固体燃料が大気圏、水圏に与え
る影響 などを調査す ることが望 ましい。そのためには環境科学部門の隊員による研究調査 と別個 に、
環境保全のため隊の担当者 を作 って放 出量の記録 を行 なうことも必要 と考 えられる。 また同時 に、環
境汚染の防止 とともに自然保護 も世 界的趨勢であるので、その姿勢 をも諸外国 に知 らせ るよう努力す
べ きである。
現在、環境科学研究 プロジェク トは2ケ 年間を予定 しているが、上記のような見地か ら研究 を遂行
させ るためには、第3次 年以降 も人数の多少 は別 として調査 を継続することが必要であ り、そのため
に最低1名(希 望2名)は 環境科学研究部門 として越冬することが望 ま しい。 また基地周辺 に恒久的
実験区域 を設定 し、経年変化を調べ ることが望 ま しい。このためのサンプ リング地点 を次 の ように設
定 したいと考えている。
恒久実験区域設定地点(案)
1.東 オ ング ル 島
2西 オ ン グ ル 島
3.ラ ン グホ ブ デ
4.ス カ ル フ ス 不 ス












3)降 雪、降下物(積 雪で代用可)中 の化学成分
4)バ ックグランド測定用雪氷の コアー試料の採取 とその分析
第2年 次
1)第1年 次の項 目の継続
2)大気のダス ト採集(天 然放射能 、バ ックグラウン ドの研究)
4.地 球化 学 的研 究 の意義 につ い て
4-1大 気 中の二酸 化 炭素含量 の研 究
大気 中 にはCO2が現 在 、容積 比 に して平 均0.0320～0.0325%(320～325ppm)含まれ てい る。 こ
の ご くわ ずか なCO、が 陸上 の生物 体 を作 る材料 にな ってい るこ とは昔 か ら よ く知 られ てい る。 また大
気 中のCO、は 、植 物 の光合 成 に よって大気 か ら と りのぞかれ 、 ま た生物 の呼吸 や有機 物 の酸 化分 解 に
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よって大気 中 に放 出 されてい る。
この よ うな大 きな循環 が たえず く り返 され て い るに もかか わ らず、大気 中 のCO2の分 圧 は ほぼ一 定
と考 え られ てい たが 、近 年 多量 の化石 燃 料(石 油 、石 炭 な ど)が 使 わ れ る よう にな って、大気 中の
CO2は年 々0.7～1.OPPM増 加 の傾 向 にあ る と言 わ れ ている6i)鳥居 が第4次 越 冬 にお いて採 集 した
大 陸氷 は、三宅 ら(2)によ って測定 され 、南 極 大 陸氷 に閉 じ込 め られ た気 泡 の分析 か ら、か っては最 大
280PPMで あ った こ とが わ か り、従 って現 在 大気 中のCO2は 年 々 増 加 の傾 向 にあ る と考 え られ てい
る。
大気 中 のCO2が増加 す れ ば、地 球上 の平 均気 温 は年 々上 昇 す る とい う考 え もあ り、年 々0.5°Cくら
いの上 昇 を唱 える学 者 もい る。 これ は将 来 の人類 活 動 に重 大 な問題 を提 起 す る もので あ る。
地球 化学 部 門で は 、 この よ うな重要 な問題 の研 究 資料 が 少 な い こ とを憂 慮 し、 第8次 越冬 隊 か ら昭
和 基地 にお いてCO2の連 続測 定 を開始 した。 そ してCO2の長期 連 続観 測 に よ って、大気 中のCO,の増
加 が 、果 して化 石燃 料 の燃焼 に起 因す るのか 、 また は長周期 の経年 変化 の 一部 な のか知 る と と もに、





4-2雪 氷 、湖沼水 の化学 成分 の研 究
水 は地球 表 面 の%を おお い、そ の総 水 量 は1.36×10212にも及 ぶが 、 ほ とん どが海 水 で、 その うち
淡水 の 占め る割合 は約3%に す ぎない。 しか もこの淡水 の うち 、約80%は極 地 に氷 と して存在 す る。
水 圏 の地球 化学 の主要 な課 題 は 、地 球 を循環 す る水 を対象 と して、 いか に して現 在 の水 質 が生 じた
か 、 また水 圏 で は どの ような変 化 が起 ってい るの か 、水 圏 の現 象 が地球 全体 として どの よ うな意 義 を
もつ ものな のか を明 らか にす る こ とであ る。 南極 の地 球化 学 の研 究 は 、 この よ うな重 要 な意 義 を もつ
水 圏の研 究 を、極地 の特 性 を十 分 に利 用 して 、 その化学成 分 な どの分析 に よって解 決 しよ うとす る も
ので あ る。
昭和基 地周 辺 の氷 、雪 、淡 水 、海 水 につ い ては 、第1次 観 測以 来 、 かな りの研 究報 告 が あ る。水 の
常在成 分 、微量 成分 の分 析 は 、降水 の機構 、 あ るいは大 気 の循環 、風選 塩 の研 究 に も大 いに寄与 す る
もので あ る。 しか し、最 近 の よ うに天 然水 に対 す る人為 的 な汚 染 が世 界的 な大 問題 にな って くる と、
文 明社 会 の工業 排棄 物 、都 市排 水 、人 造肥料 、農薬 な どに よっ て、極 地 の水 圏 にはい か なる変化 が生
じて い るか を知 るこ とが 必要 とな った。 また一方 、極 地 の万年 氷 を利 用 して、過去 の汚染 の な い地球
の水 圏 につ いての知 識 も入 手 しな くては な らな くな った。
この よ うな観点 か ら、地 球化 学 と してはで きるだけ豊 富 な水試 料 を入 手 して 、高度 な分 析技 術 を駆
使 して研 究 したい と考 える。各 種成 分 の分析 目的 を述 べ るこ と を省 いて 、 ここ に硫 黄化 合物 を例 と し
て その意 義 を明 らか にす る。
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4-3硫 黄化 合 物 の研究
現 在 、都市 、工 業 地帯 の大 気 汚染 の原 因 の ひ とつ で あ る硫 黄化合 物 は、SO2が主体 で あ り、 これは
人類 活動(化 石燃 料 の使 用)に よっ て大 気 に放 出 され る もので あ る。SO2は大気 中 に放 出 され る と酸
化 され 、H2SO・とな り、 これ は降水 のpH低 下 の原 因 にな って いる。
従 って大 気 汚染 を見 る ため の方法 として、降水 中のH2SO4の測 定 を行 う必要 が あ る。 降水 は 、大気
中 の硫 黄化 合 物 を集 め て降 下 して くるの で 、硫 黄化 合 物 を濃縮 す るこ とに なる・ この降水(降 雪)中
のsol－の安 定同位体 組 成34S/32Sを測 定す る と、そ の起 源 を追求 す る こ とが可 能 で あ る。
一般 に工 業 地帯 で は、非工 業 地帯 の もの に比 べ て軽 い硫 黄(32S)に富 み 、一方 非工 業地 帯 で は相 対
対 的 に重 い硫 黄(34S)に富 んで い て、全 く異 な る同位 体組 成 を示 す 。従 って南極 の降水 中の イ オウの
の同位体 比 を調 べ るこ とに よ り、地球上 各 地 の大気 の汚染 の度合 を見積 る ことが可 能 とな る。
また 、大気 中のSO㌃の起 源 は 、風選 塩 に よる もの 、海 水 以外 か ら きた もの(例 えば地 上 よ りのH2S
の酸化 に よる もの)、人 間活動 に よる もの 、 と3種 が考 え られ る。南極 で も しも全 く人工 汚染 がな い と
仮 定 す る と、 これ を利用 して 、上 記の3種 の起 源 の量 的割合 を計 算 す るこ とも可能 とな る。従 って 、
この結果 は 日本 にお ける汚染 源 の割合 を決 め る基礎 的 デ ー タ を提供 す るこ と とな り、そ の成 果 は大 い
に貴重 な もの であ る。
以上 南極 に おけ る地 球化学 部 門 の環 境科 学研 究 プ ロジ ェク トにおい て、現地 での サ ンプ リ ング、 あ
るいは分析 の 目的の2つ をのぺ たが 、 この他Pb、Cd、Hgな どの微 量 重金 属 の分布 につい ての研 究成
果 は、本研 究 の 目的 に副 う重 要 な意 義 を もつ こ とは言 うまで もな い。(鳥 居鉄 也)
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IV　南極 における人体 生理
南極基地の ように特殊条件 を持つ地域 では、人の身体の働 きもいろいろ影響 を受 けることは容易 に
推察できるけれ ども、具体的 にそれが どのような ものであるかについては、南極各国基地での研究 に
よって次 第に明 らかにされてきた。勿論昭和基地での研究 も貴い貢献 をしている。その成果 をもふ く
めて、こ ・に寒冷地での人体反応の主要点を概述 しよう。隊員各位 が基地で 自分の身体 の しくみ を考
えるよすがともなれば幸である。
1順 応 とい うこと。 一般 に環境条件が変 った場合 、ある限度内で、生体はその機 能 を正常 に保
とうとす る方向で、機能や構造の上 に種々の反応的な変化 を示すのである。これ を順応 という。寒冷、
高温、低圧低酸素な どの条件 に入れられると、生体 は直ちにそれに耐えて生命 を維持す るばか りでな
く、正 常な各能力 をも保 とうとす る方向に様々な反応 を起すのである。 この ような順応の過程は大 き
く2種類 に分け られ る。
1.環境変化 と同時 に直ちに表面化する反応。 これ を第1次 、急性 、機能的または反応的過程 と
もいう。つ まり反応 的対応の過程 である。
2.環境変化が長 くつ ・"く場合 、上記の急性過程 は次第 に消失 し、表面的な生体現象は正常に戻
ってゆ く。 しか しそれに代 って、継続的な構造的叉は器質的な変化が起 って正 常な生理機能 を維持 し
ようとす る。 これ を馴化 とよんでいる。あるいは第2次 、慢性 、器質的過程 ともいわれる。
南極 に関係 の深 い環境条件は言 うまで もな く、寒冷が第1で ある し、極地旅行では4,000mにも及
ぶ高所 にも行 くので、当然低酸素 も問題 になる。そこで寒冷 と低酸素 を例 にとって、上記1.2.の順応
過程 を具体的 に述べてみ よう。
(1)寒冷 に対する反応 。 急性過程 として、 まつ筋の無意識的収縮であるふるえが起 る。勿論 これ
は産熱 の1つ の方式である。同時 に皮膚血管は収縮 して流血 を低下 させ、放熱 を抑 える反応が起 る。
したがって皮膚温は低 いわけである。 これ らの反応 はア ドレナ リン、サ イロキシンなどの分泌先進 と
関係する。次 に慢性過程 として起 る変化 は多様であるが、産熱増加が容易に出来 るような態勢が構造
的 に成立す るのである。た とえば皮下脂肪層が発達 して保熱 を助け、また代謝充進組織 と見 られる褐
色脂肪組織 が著 しく発達する。勿論代謝 に関連する内分泌系の分泌水準 は高 くなる。
この ような馴化状態 は勿論寒冷地住民 に典型的に見 られるはずである。
(2)高所(低 圧 、低酸素)に 対す る反応。 高度が、3,000m程度 までは、一般 にあま り目立つ反
応 は起 らない。 しか し個人差が可成 りあって、この高度で激 しい症状 を起 す者 もある。高所 での急性
過程は、身体組織 に酸素を充分 に供給するとい う方向への急性反応 であ つて、呼吸促進、心拍増加 、
抽出量増大 などが 目立つ ものである。慢性過程 は、呼吸や心拍 を正常状態においても、酸素 を充分組
織 に供給で きるような変化である。た とえば肺胞、毛細血管の増殖、心臓肥大、呼吸筋の発達、赤血
球や血色素の増大 などが主 なものであろう。勿論 これが高所馴化であって、その典型的 な形は高所住
民に見 られるわけである。
急性 に しろ慢性 にしろ、順応過程が不可能であった りまたは不充分 である場合 、あるいは逆 にこの
変化が過剰に起 るようなときには、病的症状が起 る。寒 さに異常に弱 いとか、高所病 、高山病 という
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のは、このいつれかの場合 と考 えてよいであろう。 また寒冷 に馴化 した者 は低酸素に対 して耐性が弱
い といわれている。これは寒冷 に馴化 して高水準の代謝や産熱 の状態 にあるということは、それだけ
酸素消費水準が高 いことで あるか ら、低酸素条件では当然不利 になるためであろ うと解釈 されている
が明 らかではない。
II　南極基 地 での寒冷 順応
昭和基 地 で は 、資料 にあ る とお りの気象 条件 を持 っ てい るが、基 地 活動 の初 期 に くらべ て 、最 近 の
基 地で は暖 房 、給 水 その他 の条 件 が著 しく改善 され てい る。室 内温 は年間 を通 じて24時間暖房 が可 能
とな り、平 均15～20°Cに保 たれ て いる。調査 に よれ ば、隊 員が屋 外 に居 る時 間 は年 間平 均12.3%で
あ る。 もっ と もオー ロ ラ観 測 な ど、業 務 に よって は30%の時 間 を屋 外 で過 す場合 もあ る。 この よ うに
寒 冷 にさ らされ る度 合 い は異 る とは いえ、約1年 間毎 日一定時 間 は寒冷 刺 激 を受 け るので あ るか ら、
生体 には必 らず それ に対 す る反応 が現 われ るこ とは間違 いない。
寒冷 順応 の示 標 の主 な もの と して 、一般 に次 の諸項 目が取 り上 げ られ てい る。
1.体 温調 節 機構(産 熱 、放熱)2.皮 膚温 、直腸 温 、3.基 礎 代謝 、ガ ス代 謝 、4.血 液 その他
体 液成 分 、5.皮 膚 血行 、6.内 分 泌殊 に下垂 体 副 腎系 、 甲状 腺 、7.耐 寒性 、 自覚 的 耐寒性 、8.
局所耐 寒性 、9.快 感帯 、臨界温 度 、 な ど
これ らの うち 、二 三 の もの につ い て説 明 しよ う。
1)体 温 … …寒冷 地 に滞 在 してい て、体 温(直 腸温)が 変化 す るの は 、気 温 が極 め て低 い場合 に限
るので あ って、 た とえば0°Cの気 温程 度 で寝 袋 で眠 った場合 には、馴化 の有無 にか ・わ らず直腸 温 に
あ ま り大 きな差 は見 られ な い。 しか し一30°C程 度 にな る と、直腸 温 は次 第 に低 下 す る。 この場 合 も
馴 化者 、非 馴化 者 の 間にあ ま り差 は な い。 とこ ろが 皮膚 温 、殊 に足 の温度 では非馴 化者 の低 下 の程 度
は 明 らか 大 きい。
元来 寒冷 にお かれ た時 の体 温 調節 の方 式 に2型 あ る。産 熱 の上昇 と放熱 の制 約(皮膚 血 管 の収 縮 で)
の形 で は、産熱 はふ るえ に負 う ところが大 きい。 この方 式 は 当然 急性 の順 応過 程 に多 く見 られ る。他
の方 式 は、馴化 者 に よ く見 られ る よ うに、産 熱 は非 ふ るえ産 熱 に頼 る部分 が大 き く、 それ に対 して皮
膚温 が比較 的 高 い ま ・保 たれ るので放熱 量 は大 きい。 したが って体 温 は低 下 す る傾 向 が あ るけれ ど も
低 い水 準 で体 温 を保 つ収支 平衡 が成 立 する し、 その水準 で機 能 が正 常 に行 え る とい う方式 で あ る。
2)基 礎 代 謝 …… 日本 人 では従来 は、年 間8～12%の 変動 巾 を持 つ 夏低 冬高 の基 礎代 謝 の変化 が 知
られ て きた。 これ は勿 論暑 さ寒 さ に代 す る代 謝面 での適応 現 象 で あ る といわ れ てい るが 、 この現 象 は
高蛋 白高脂質 食 の西欧 人 には全 く見 られ な い こ とな どか ら、 日本 人 の高澱 粉食 に原 因す る もの と考 え
られ 、 またそ れ を支持 す る実験成 績 も少 くな い。そ の ほか基礎 代謝 を左 右 す る因子 と して、労働程 度 、
総摂 取熱 量 、摂取 食 塩量 な どが あげ られ ている。 日本 人 の上 記の季 節変 動 は最近 で はあ ま り大 巾 な も
ので な くな った といわれ るが 、 この変動 の真 の原 因 を知 る意味 で も、昭和基 地 で の基 礎 代謝 を知 る こ
とは大へ ん に重要 な ことで ある。 その ため現 在 まで昭 和基 地 で もこの研 究 に大 きな努 力が払 わ れた 。
調査 ご とに多少 の差 は あ るけ れ ど も、や は り冬期 に高 く夏期 に低 い とい う基 本 的 な変動 は認め られ
る。た ・"し夏 とい って も日本 での冬 に相 当す る気 温 で あるか ら、 単 に気 温へ の適 応 とい うだ けの説 明
では不充分 で あ る。現 地 での労働 や 、食事 内容 も大 き く影響 してい る ことで あ ろ う。食 物 は蛋 白や脂
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肪 が可成 り多 く、西欧 の食事 に近 い もの であ るが 、摂 取熱 量 の点 で は問題 が あ る。
総摂取 熱 量 は約3,000Calで内地 での2,200～2,400Calより明 らか に大 きい とは い え、外国 隊 の摂
る4,000～5,000Calにはは るか に及 ばな い。 また労働 につ いて い えば、基地 到着 の1月 か ら2ケ 月
間 は建 設 その他 で労 働量 が大 き く(歩 度計 で は平均15,000)それ以外 は少 い(6,000～7,000)ので 、
特 に冬 期 に は 目立 って熱 量 の収支 平衡 は、十 とな り、一般 に体 重 が増加 して い る。 もっ と も旅 行 隊員
は逆 に減 少 して いる者が 多 い。
この よ うに、熱 量 や 、食物成 分 や 、労 働量 などが 複雑 に影響 して基 地 での基礎 代謝 を決 めて い るの
であ ろ う。
その ほか 、尿 成 分(Na,K,17-KS,17-OHCS)血清 蛋 白濃度 や特 にγ－globulin　な どにあ る程
度 の季節 変動 が認 め られ てい る。
3)末 梢 血 行(耐 凍傷 性)… …耳 輪や指 尖 を寒冷 に さ ら した場 合 、皮 膚温 は勿論 低 下 してゆ くが 、
ある とこ ろで突 然 温度 が上昇 しは じめ る。や ・上 昇 す ると再 び下 降 をは じめ る。 この よ うな上下 を く
り返 し乍 ら次 第 に下 っ てゆ くとい う現 象 が あ る。 この際感覚 的 にはは じめの下 降時 に痛 みが 出 るが 、
上昇 と と もに快 感 に変 る。 この皮膚 温上下 の現 象 をhunting　reactionとい う。 この反 応 を利 用 して耐
凍 傷性 を数字 的 に判 定 しよう とい う試 みが あ って 、　Resistance　Index　of　Frostbite　とい う指数 で
表 わ され る。 この指数 は気 温 の高 い夏 に は高 い し、ま た寒 冷 に対 す る トレーニ ングで高 くな り、寒 冷
地住 民 も高 い値 を示 す。 つ ま り寒冷 耐性 の一 つ の示 標 とな る もの と考 え られ て いる。
昭 和基 地 で は指 尖温 度 が測 られ た。 これ は外 気 温 に も腋 下温 に も平 行 す るが 、多 くの人 で利手 の指 、
殊 に栂指 、示指 、中指 で低温 であ る し、 また これ らの指 尖 で は脈 波高 も低 い とい う。使 用 され る指 が外
気 にさ らされ る こ とが多 い ためか も知 れ ない 。
4)自 覚 的耐寒 性(寒 が りの程 度)… …客 観 的項 目の うちで 、 自覚 的耐感 性 と よ く平 行 す る ものが 、
い くつ か報 告 され て いる。直腸 温 下降 の型 、ふ るえ発 現状 況 、酸 素消 費増進 の経過 、 ホル モ ン分 泌状
況 な どが それ であ るが 、その うち酸 素消 費増 加 の状 態 は よ く自覚 的 な感覚 と一 致 す る とい う。 自覚 的
に寒 が りの強 い者 ほ ど寒 冷 で の酸 素 消費 が高 いの で あ る。
III　日内変動　(Circadian　rhythm)
地球 上 の生 物 は 、睡 眠一覚 醒 な ど外 に現 われ る行動 上 の交替 リズ ム をは じめ 、体 内 の諸生 理機 能 の
活動 水準 が 、約24時間の リズ ム を以 て変動 してい る ものが多 い。体 温 、代謝 、呼吸 循環 系 、 ホルモ ン
分 泌 、精 神機 能 、感覚 、筋力 な ど をは じめ 、血液 組成 、尿 成分 、 さらに細菌 に対 す る抵 抗性 な どに も
日内変動 が 認め られ てい る。
これ は当然地球 自転 に と もな う物 理 的諸条 件 の影響 であ ろ うが 、 その うち決 定的 な 因子 は光 で あ る。
明暗 と諸生 理機 能 の 日内変動 との関係 は くわ し く検 べ られ て いて 、た とえ ば、 ある人 で は洞 窟 内実験
で 、本来 の体温 リズ ムが23時間 で あ った り、他 の人 で は27時間 で あった りして も、地 球上 で正 常生 活
に戻 る と、 自然 の明暗 交替や 社会 的 な条件 な どに規制 され て 、結 局約24時間 リズムが 強制 され るこ と
とな る。 この よ うな各機 能 の リズ ムが南極 地域 では どの よ うに変 る もの で あるの か 、甚 だ興味深 い問
題 で あ る。各基 地 で可成 りこの問題 を取 り上 げ 、 またその成 果 の報 告 も少 くな い。昭和 基地 で も、睡
眠 一覚醒 、体 温(口腔温)尿 成分 な どにつ いて検 べ られ てい る。
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N南 極地域の汚染
南極地域 には多 くの基地 もあ り、最近 では観光客 も往来するので、南極の生物や自然保護 および汚
染防止 につ いて各国 とも真剣 に考 えは じめている。昭和基地では、その初期か ら、水道水 、下水、雪
などの細菌検査 をつ ・"けている。3次 までは水道水 に大腸菌 は見当らなかったが、最近 これが可成 り
検出された り、また土壌中にはガスエソ菌が見出 されたりしている。
今後細菌、重金属、その他有害物の分布や濃度などを測 って、汚染の状況 を把握 し、出来るだけ早
くその防止対策 を検討す ることが望 まれる。(朝 比奈 一男)
{
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V「 昭和基地周辺の生物圏 を中心 とする環境科学総合研究」 について
第15次隊 ・第16次隊 を中心 とした観測計画
(1)生物部門
人為汚染のバ ックグラウ ンドとしての露岩地域 の生態系の研究 および昭和基地付近の水質汚濁の生
物学的判定
(イ)陸上植物群落の分布 と養分 とくにNと の関係
夏隊員の小林 によって、陸上植物群集(セ ン類、地衣類)の 量的 ・質的調査が特 定の地域で集
中的 におこなわれる。と くに地形、基岩、土壌条件 と群落の分布 との関連 について、重点がおか
れ、巻尺、折尺 、クリノメーター、高度計 、ハ ンマーなどが使用 され る。採取 した試料は 日本に
もちかえってさらに詳 しく研究 される。
越冬隊員の山中は、小林の観測 をひきついで範囲 を広 げておこな う他 に、主 に養分 、とくに窒
素 と植物群落の分布 との関連 をしらべる。 この場合 、窒素 と炭素 を同時に分析 できるCNコ ーダ
ーMT500型を使用する。また医学部門 と協同で隊員の体 に含 まれる水銀量の変化 をしらべ るた
め、定期的 に隊員の髪の毛 を採取する。さらに13次お よびそれ以前 からもお こなわれているペ ン
ギンの標識調査 もおこなうことになっている。(山 中三男)
(ロ)リュ ッオホルム湾沿岸の植物社会学的研究 を基礎 とした植生図作成
リュッオホルム湾沿岸 における露岩地帯の蘇 ・地衣群落 をZ-M学 派の植生概念 と方法 にもと
つ いて調査分類 し、その構造 ・生態分布 を明 らか にす る。 さらに抽 出された群落 をもとにラング
ホプデ、西 オングル島、オ ングルカルベ ン島の植生図 をも作成す る。
こうした蘇 ・地衣群落 は陸上動物群集、環境条件 、人為的影響 などを鋭敏 に反映 するものであ
り、本研究 によって植生 の側 、すなわち蘇 ・地衣群落か ら陸上生態系 の他 の要素が適確 に把握 さ
れ得 る。
(観測方法)リ ュッオホルム湾沿岸のラングボブデに2週 間滞在 し、蘇 ・地衣群落の植生調査 、
蘇 ・地衣類の基質 としての土壌 ・岩石試料および同定困難 な植物標本の採取 を行 う。踏査地域 に
おいては植生調査 と平行 して、相観 による植生図 を作成する。
さらに西オ ングル島においては数 日間幕営 し、オ ングルカルベン島においては3日 間 を往復す
ることによって植生調査 および植生図の作成 を行 う。
ラングボブデの1往 復 、オ ングルカルベ ン島の3往 復 、西オングル島の1往 復にはヘ リコプタ
ー を利用 して、空中か らの広範囲におよぶ植生図の作成 、航空写真上 における植生部分の比較検
討 を行 う。(小 林圭介)
(ハ)昭和基地附近 の水質汚染の生物学的判定
陸水 の生物学的水質調査方法、 とくに藻類調査 につ いて
南極大陸の陸水系は地球上の陸水系の中で もっとも人為的撹乱 をうけていない。 しか し、南極
観測が開始 されて以来多 くの人びとが入 りこみ、その影響 は少 なからず陸水系に も及ぼ され生態
系の変化が生 じていると考 えられ る。昭和基地付近 もその例外 ではないであろう。
そこで、東オングル島 を中心 としその付近 と、対照地域 として他 のい くつかの露岩地帯につい
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流水中の石礫 を3個 採取 し礫面 に付着 している藻類 を採集す る。まず、石礫 の流れに接 する面
に5×5㎝ の コワ ドラー トをお く。 コワ ドラー ト外 の付着藻 を定性試料用 としてブラシでか きと
り試料容器 に移 し10%ホルマ リンで固定する。 コワ ドラー ト内の付着藻 は定量用試料 として同様
にブ ラシでていねいにか きとり別の試料容器 に移 し10%ホルマ リンで固定す る。調査地点 に適 当
な石礫のない場合は、底の堆積汚泥の表面 または砂礫等 を一定面積採集 し10%ホルマ リンで固定
し研究室内で砂礫等 と藻類 を分離 させ、それ を試料 として用いる。
1・2付着 ケイ藻の定性的観察
定性用試料 を用い、主 として種名同定のための観察 を行 なう。
定性用試料の沈殿物 を3～Sme分取 し容量100meのブタ付ル ツボに移す。同量の濃硫酸 を加 え
直火で2～3分 間加熱する。沸 とう後過酸化水素水 を10～1Sme加え充分脱色 されたの を確認 し放
冷す る。冷却後試料 を沈殿等 に移 し、水 を加 えて遠心分離器で2,000回転2分 間振 りうわ澄 みを
捨 てる。同様 な操作 をくりかえ し、 うわ澄みのpHが 水 と同 じ(pH6.5～7.0付近)に なるまで
行なう。
中性 にもどした試料 を適 当な希釈倍率 で希釈 し、脱脂 したカバーグラス全面 にお とす。試料 を
のせ たカバーグラスは60°Cの乾燥器で約3時 間乾燥 させプ レオラ ックスで封 じ、ふたたび60°
Cの乾燥器で標本中のアル コールが完全にとぶ まで乾燥 させ これを永久標本 とす る。
作製 した永久標本 は顕微鏡下で観察す るが写真撮影 を主 として行 ない2,000倍に引伸 し形態の
測定 をし種名同定す る。なお同一試料か ら3枚 の永久標本 を作製 し観察するのが一般的である。
1・3付着 ケイ藻の定量的観察
定量的観察は定量試料 を用 い行 ない、単位量 あた りの種類数、個体数 を求め る。
まず、試料 をよ く振 り0.05m2をすみやかに分取 し界線入 りスライ ドグラスにのせ、カバーグラ
スをかけマニキュア(無 色 または淡色の ものが よい)で 封 じる。1・2に よってあらか じめ同定
した種 を参考 に出現 する種類数 と個体数 を記録する。なお観察 は界線 にそって行 なうとよい。同
様 な操作 を3回 くりかえ し、その平均 を求め1me中の種類数、個体数 を算出する。
また、定量用試料 を特製沈殿管 に移 し24時間放置 し自然沈殿量 を求 める。次 にこれをルツボに
移 し水浴上で乾固 し恒量 にした後秤量 し、さらにこれを電気炉で550°C2時間加熱 し灰化す る。
この操作 によって求められる灼熱減量 と沈殿量から藻類の付着量 を推 定す る。
1・4流水の生物学的水質判定
1・3の定量の結果出現種類数および個体数か ら各 々の種の出現率 を求めることがで きる。また、
種類数で総個体数 を除 し百分率 を求めその値 を平均出現率 とす る。 この平均出現率以上 の出現率
を示 した種 を優 占種 とし、優 占種群 の種類組成 と出現率か ら水質の推定 を行なう。 とくに汚濁の
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進行が うかが える地点のある場合 は生物学的汚濁階級 に対応 させて・汚濁 の判定 を行な う場合
もある。
2.湖沼の生物学的調査
湖沼の生物学的調査 として、湖岸の付着藻類調査 、プランク トン調査、湖底の堆積物調査 を行
な う。
2・1湖岸の付着藻類調査
湖沼の周囲にい くつかの調査地点を設定 し水深60cm程度のところの湖底 にある石礫 を3個採取
し、付着藻類の採集 を行な う。採 集方法 、観察方法は1に 準 じる。
2・2プランク トン調査
プ ランク トン調査 は水平分布調査 と垂直分布調査 にわけて行な う。
まず、湖沼の形状 によ り調査水域 をい くつか設定 し、その水域でのプランク トンネット引 きに
より定性試料 を採集する。次 に20～soeの湖水 を吸引ろ過 し定性試料 を得 る。試料は10%ホルマ
リンで固定 し研究室 に持ち帰 り観察する。観察方法は1に 準 じる。またろ過試料 について自記分
光光度計 によるクロロフィルの測定 も行 な う。
垂直分布調査 は、別記の調査水域中の1点 と最深水域でプランク トンの垂直引 きを行ない、ま
た層別の採水 を行ない吸引ろ過 を行ない試料 とする。なお採水量は20～soeとする。観察方法 は
水平分布調査 と同様 である。
2・3堆積物調査
垂直分布調査 と同地点で採取 を行なう。まずコアサ ンプ ラー を打ちこみ柱状試料 を得 て、これ
を層別 に切 り試料 とする。湖底が硬 い岩盤状 で柱状試料 を得 ることが不可能な場合 は、エクマ ン
バー ジ採泥器 を用いて湖底の表面部分の堆積物 を採集 し試料 とす る。
観察は堆積物 中の化石 ケイ藻 を顕微鏡下 で行 ない単位量あたりの種類数、個体数 を算出 し、こ
れ をもとに試料の各層間の類似性 を解析す る。観察方法は1・3に準 じる。
同時に堆積物 を凍結 し研究室へ持 ちかえ り有機物量の分析 を行ない、各層間の変化 を解析する。
これ らによって得 た資料か ら堆積物の生物学的な変動 を解析 し湖沼の生態系 の変化 を推定す る。
2・4湖沼の生物学的水質別定
2・1、2・2の結果得 られたプランク トンの種類組成 、群落構造か ら1・4に準 じ水質の判定 を行
なうとともに、2・3の結果 を合 わせて湖沼の歴史的な生態系の変化 を推定 し湖沼の環境変化 の速
度 を知る.。
3.陸水系 の生物学的水質調査 に伴 なう環境解析
陸水系の生物学的水質調査 に伴 な う環境解析 として、気温、水温、pH、 電気伝導度、溶存酸
素、　BOD、　COD　(KMnO、消費量)塩 素イオ ン濃度 、 リン酸イオン濃度、ア ンモニア性窒素
量等の物理化学的な測定 を行 ない、また一部の試料 については帰国後重金属の分析 も行な う。
(唐沢 栄)
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(2)地 球化 学 、研 究題 目:地 球 汚染 物質 の地 球化 学 的研 究
(イ)基 地 にお ける大気 中炭 酸 ガ スの連 続測 定 。
目的
人類 活 動 によ る直接 的 ・地域 的影 響 の無 い南極 地 域 にお け る大 気 中 、炭酸 ガ スの連 続測 定 で 、
全地 球 に及 ぶ炭 酸 ガ スの変動 を解 明 で き、人類 活動 に よる大気 中炭酸 ガ スベ ー スの上昇 、大
気 、雪 氷 、海水 間の炭 酸 ガ ス交 換 、動 ・植物 の影 響 等が観 測 され よう。
使 用機器
東芝 ペ ックマ ン社 製865型 赤 外線 分析 計 、サ ンプ リング用 具
(ロ)基 地 周辺 の露 岩地 帯 におけ る雪氷 、湖 沼水 、堆積 物 中の重 金属 含量 。
目 的
基 地周 辺 の露岩 地帯(ラ ングホブデ 、ス カル ブ スネ ス、 スカ ー レ ン、オ ングル島 、日の 出岬)
の雪氷 、湖沼水 、海 水 、堆 積物 及 び若干 の動 ・植 物 を採取 し、重 金属　(Cd,　Hg,　Pb,　Cu,　Zn
等)の 分析 を行 な い、バ ックグ ラウ ン ド濃 度 あ るい は人為 汚 染 の影響 を知 る予 定 であ る。
使 用機 器
東芝 ペ ックマ ン社 製 原子 吸光 分光 光度 計NF　-IB型
赤外線 乾 燥器
シ ェー カー
採 水 器 、採 泥器
(ハ)基 地 周辺 の湖 沼水 、堆 積物 中の栄養 塩含 量
目 的
基 地 周辺 の湖 沼水 、堆積 物 中 の栄 養塩(NH才,NOE,　NOg,　POi,　SiO、等)を 毎 月 あ るい は
各 月 に測 定 し、富 栄養化 の化 学 的側 面 を肥 えたい 。(時 間が なければ試 料 を採 取 し冷 凍保 存
して 日本 に持 ち帰 る。
使 用機 器
分 光 光度 計(基 地 現 有)
(二)基 地 周辺 の雪氷 、湖沼水 、海水 中 の δD、 δ180、δ34S、δ13C値につ いて
目 的
上 記同位 体 測 定値 か ら、基地 周辺 の 湖沼 の成 因 、非汚 染地 域 のδ34S、δ13C値が知 れ よ う。(試
料採 取 の み あ るいは保 存処 理 して持 ち帰 る予 定。)
(ホ)基 地 周 辺露 岩地 帯 の湖沼 水 中の主 要 イ オ ンにつ い て
目 的
基地 周辺 の塩湖 の歴 史 、主要 イ オ ンの経 年変 化 を知 る。(毎 月 あ るい は各 月 に採 取 し、持 ち





わが国では、近年環境汚染(公 害)が すすみ、住民 の生命 さえ もむ しばまれつつある。 このよ
うな状況の中で、従来地球上で、最 も汚染の少 ない地域であると云われていた南極地域 に、ヒ ト
が入ることによって、どの程度汚染 されているか を知ることは、わが国の環境汚染 を考 える上で
きわめて重要な資料 を得 ることにちがいない。 さらに、南極地域の汚染状況 を知ることは、全地
球上の汚染の程度 を知るための、重要なモニター リングの役割 をももつ ものである。環境汚染 は、
ヒ トをも含めた、広範囲な生物 の諸活動及び、自然環境の複雑 な因果関係 によって生ず るもので
ある。 したが って、その適切 な把握 は関連諸科学の綜合的研究成果によることが望 まれる。 この
たび15次隊において、は じめて環境科学棟が設営 され、綜合的な環境科学研究の基地が生 まれよ
うとしている。綜合的研究の一部門 としての医学部門が、このたび行な う予定の研究の概要 を以
下 に記 したい。
イ)重 金属 汚 染 につ い て
〈研 究 内容〉
一年 間の越 冬生 活 中 、隊 員 におけ る汚 染物 質 の代謝 蓄積 、排 泄 の変 化 が 日本 に居 る と きと どの
よ うにちが うか 、 ある いは どの程 度 回復 され るか を検討 す る。 また、南極 の 自然環 境 の汚染 度 も
検 査 す る。 その ため に、比 較 的容 易 に測定 しうるHg.　Cd.　Pb.など を指標 とす る。
〈研 究 方法 〉
(1)隊員 の頭髪 、尿 、大便 お よび血 液 中のHg.　Cd.　Pb.
(2)アデ リー ペ ンギ ン(5羽)、 ナ ンキ ョクオ オ トウ ゾクカ モ メ(数 羽)、魚 、プ ラ ンク トン等 、お
よび海 水 か らのHg.　Cd.　Pbの 検 出 。 ただ し、ペ ンギ ン、オ オ トウゾ クカモ メ につ いては、
死 骸 を分析 す る予 定。
昭 和基 地 で一部分 析 し、残 りは国 内 に持 ち帰 っ てか ら分析 す る。
調査 地域 は、昭和 基地 周辺 お よびペ ンギ ン等 の生 息地域 で あ る。
(分析 に要 す る器材)
① ガ ス クロマ トグ ラフ ィー(東 芝ペ ックマ ン社 、非放射 能 型ECD付 、GC-75A)
② 同記録 計
③ 同前処 理(検 体)の ため に要 す る化 学 器具 一式
④ 原子 吸光 分光 光度計(東 芝 ペ ックマ ン社 、NF-1B)但 し、 この器材 は地 球化 学 部門 に所
属 す る もの で あ る。主 と して、Hg.　Cd.の分析 に用 い る。
ロ)病 原微 生物 につ いて
〈研 究 内容〉
少 人数 に よる初期 の越 冬 で は問題 にな らなか ったゴ ミや汚物 に よ る環 境 汚染 を医 学 的立場 よ り
把握 して、越冬 中の隊 員 の健 康 を守 る と同時 に、小社 会 としての汚染 様 式 を研 究 す る。 さ らに、
この ま までは南極 の動 物相 に もお よぶ か も知 れ な い、細菌相 に対 す る予 防対 策 を講 ず る。
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〈研究方法〉




検査地域 は、昭和基地周辺及びまだヒ トが足 を踏み入れていない地域。検体 の一部 を基地で行





④ 細菌培養 に要す る化学器具一式
(渡部 和彦)
4)第16次の計画案
以上概説 された第15次の現地での観測 は、第16次において も引続 き実施 される・すなわち・生物部
門では 「人為汚染 のバ ックグラウ ンドしての露岩地域の生態系の研究」 において、コケ類群落の成立
と土壌条件 とを更 に追求する。 この為 に土壌水分計 を予算要求 した。叉、 「昭和基地付近の水質汚
濁の生物学的判定」 につ いては、BOD自 動測定器 ・塩分検出計 を利用 して、第15次で明 らか にす る
い くつかの環境の うち典型的な数例 につ いて、現場での経時的変化 を追求す る。
医学部門では、 「南極 におけるヒ トの環境汚染」 として人体内の重金属、有機汚染物質の経時変化
を第15次に引続 き第16次においても実施するが、特 に、ヒ ト、その他 の動物の腸内細菌、 自然環境下
での細菌 の生態学的研究 を第15次の研究 を更 に拡大 した形で実施する。 このため、 コールターカウ ン
ター、凍結乾燥器、自動 シャー レ分注器 を予算要求 している。
地球化学部門では、 「地球汚染物質の地球化学的研究」 というテーマの下 で第15次までの研究の積
重ねの上 に立 って、雪氷 を含む陸水 、海水、等の無機環境の重金属 の分析 を第16次も行 なう。 このた
め には原子吸光分光光度計 がひ き続 き利用 されるが 、環境条件 の一つ溶存酸素測定のため、溶存酸素
計が要求 されている。 また、これまでに続け られてきた大気中の炭酸ガスの測定 に加 え、汚染物質 と
して関心 をもたれている窒素酸化物、硫黄酸化物の分析 と、自然放射能の観測が計画 され、窒素酸化
物分析計 、亜硫酸ガス分析計 と高性能エアサ ンプラー、波高分析計 を予算要求 している。(星合孝男)
一19一
VI　南極の 自然保護
南極 の生態 系 につ い ては既 にのべ た よ うに きび しい環境 の中 に長 い間 にで き上 った もので あ る。 陸
上 の植 物 や動 物 は貧 弱 であ り一度 それ を損 う と もとに もどる こ とが で きるか ど うか さ え予 測 で きない 。
た った10㎝の厚 さの じゅうたん状 をなす コケ の群 落 も100年以上 の年 月 がか ・り、毎年 数 ミ リメー ト
ル の生 長 で この よ うな状 態 まで に な ってい る といわれ て い る。 アデ リー ペ ンギ ンの生 態 をみ て も、 そ
のふ化率 はひ く く、オ ングル カ ルベ ン島 では約30%し か ない。親 に まで育つ の は15%もな い。 アデ リ
ーペ ンギ ンの巣や ヒナ に とっては親 の保護 の す きをみて お そ うナ ンキ ョクオオ トウ ゾクカ メ モな どが
天敵 で 、他 にはあ ま りな い。海 の 中で はアザ ラ シな どにお そわれ るこ とが あ るが 、ペ ンギ ンは現 在 の
南極 の環 境 の中 で生 育 す るむ つか しさの 中 に ようや くその集 団 を維 持 しつ づ け てい る。
これ ら生 物相 の保 存 とい うこ とは、南極 の生 態系 を十 分 認識 した上 でそれぞ れの生 物 をいか に保護
す るか を学 ば な けれ ばな らな い。南極 条約 の 第9条 の中 に南極 地域 におけ る生 物 資源 を保 護 し、保 存
す る こ とが述 べ られ、協議 会議 にお い てはそ の ための い ろい ろの措置 が要 請 されて きた 。各 国 は それ
を うけ て南極 の 自然保護 につ い て、国 内で法律 をつ くるな ど して積極 的 な動 きを示 して いる。 日本 で
も、南極 の 自然保護 に対 す る国 内立 法 の準備 が進 め られ てい る。
南極 の 自然保 護 に関す る条 約 文 、要請 文等 は資料 と して掲 載す るが 、南極 地域 に行動 す る研 究 者 は
勿論 の こ と一一般 の人 々 も、 これ ら南極条 約 、近 く立法 化 され るであ ろ う南極 自然保護 法 の精神 に則 り、
その保護 に協 力 すべ きであ る。生物 資 源 だけ に と"ま らず 南極 の地形 ・岩石 ・氷 河 などにはや はり学 術研
究 に とって貴 重 な ものが 含 まれ てお り、 その破壊 を食 い とめ、 その ま ・の形 で保存 す るこ とが望 まれ
る。(松 田 達 郎)
一20一
Wあ とが き
第15次、第16次の南極観測の重点項 目である環境科学 の、研究のあらま しを示す冊子 を作 ろうとい
う話が出たのは昭和48年10月1日の、極地研究セ ンター企画委員会議の環境科学 に関する連絡会の折
であった。その後企画委員の先生、第15次で現地 に赴むかれる方々が多端 な用務 をさいて原稿 をお作
り下 さった。本来 ならば、まとめ上 げた原稿 を素材 に、関係各位の御検討 を経 た上 で印刷 に付すべ き
ではあるが 、時間の都合 もあるので、松田 と星合が若干の章 を補足 し、資料 を集 めて一冊 とした。
本冊子 は担当隊員の学術上の参考書ではな く、分野の異なる研究者が互 にパー トナー の仕事 の概略
を理解す ること、一般 の隊員諸氏に、南極での自然について より深 い理解 を持 っていただ くことを目
的 としたものである。 しか し、編集者の専門分野にかたよ りがあるため、その 目的 を充分 に達 し得 た
とは思われない。特 に資料の しゅう集 については、その取捨選択 に問題 があろ う。 しか し、医学部門
にして も、地球化学部門 にして も、その研究材料 を"い きもの"に 求め ることが多いという意味でお
許 し願いたい。
汎地球的な汚染 についての研究は地味で長い時間 を要す る。 また、我々 自身が生 きることによる直
接的な自然の撹乱 はゼロではない。 しか し生活 の し方 を工夫 することによって、次第にその範囲 を縮
めることがで きる筈 である。そのための研究の第一歩が踏み出される意義は大 きい。 しか し仕事はそ
の緒 についたばか りである、現場か らのデーターで、本冊子 を完全な もの に更 に飛躍的 に近づけるこ
との出来 ることを願 っている。










































































































































　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　KILOM　ETERS
資料3年 間 降水 量 の分 布(水 に換算,単位・m)(Dalrymple,　1966)
ら
一24一




(海面) 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 全 年
(mb)





1966 991.9 991.2986.4 992.6987.2993.0 977.4982.2 977.9 987.2 988.6
ノ
1967 993.8 995.7 985.7984.2 988.7 988.6 988.8 985.4 986.2 987.7 989.4 987.9 988.5
1968 990.6990.7 987.0984.7990.5991.0981.8979.9978.0983.6986.8990.1986.2




(℃) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全 年
1957 (-2.1)一5 .2 一9 .5 一14 .7 一12 .9 一17 .7 一18 .3 一20 .4 一11 .7 一6 .7 一1 .3
1959 一4 .4 一5 .5 一10 .1 一14 .6 一13 .3 一16 .3 一19 .2 一21 .7 一12 .7 一9 .2 一2 .2
1960 一 〇.8 一4 .7 一7 .5 一9 .8 一15 .7 一19 .6 一19 .3 一19 .1 一22 .4 一14 .1 一7 .3 一1 .9 一11 .9
1961 一2 .2 一2 .3 一7 .5 一11 .4 一14 .8 一13 .8 一19 .8 一18 .8 一15 .9 一11 .0 一5 .9 一2 .7 一10 .5
1962 一2 .1
1966 一3 .9 一5 .9 一10 .8 一12 .6 一18 .0 一19 .6 一21 .0 一16 .4 一15 .8 一6 .0 一1 .1
1967 一 〇 .1 一4 .5 一7 .3 一9 .7 一11 .9 一14 .2 一16 .7 一18 .8 一19 .5 一12 .5 一5 .5 一1 .2 一10.2
1968 一1 .4 一3 .2 一4 .7 一9 .0 一11 .7 一15 .7 一19 .3 一16 .8 一19 .1 一12 .8 一6 .1 一2 .2 一10.2
1969 一 〇 .4 一1 .6 一4 .5 一8 .2 一11 .3 一11 .6 一17 .5 一22 .3 一19 .8 一12 .7 一5 .8 一 〇.8 一9 .7
1970 一 〇.9 一3 .6 一5 .6 一8 .9 一15 .1 一16 .5 一18 .3 一20 .5 一20 .7 一11 .5 一6 .0 一1 .1 一10 .7
1971 一 〇 .5 一2 .1 一7 .2 一10 .8 一16 .7 一18 .4 一18 .8 一20 .0 一16 .0 一12 .6 一7 .3 一 〇.7 一10 .9
最高気温
(℃) 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12 全 年
1957 ('4.1)一 〇.3 一2 .2 一5 .3 一4 .8 一5 .9 一3 .9 一5 .7 一2 .1 3.5 5.1 5.1
1959 0.5 一 〇.6 0.4 一3 .1 一2 .7 一6 .0 一5 .6 一3 .9 一3 .6 一 〇 .3 5.9 5.9
1960 6.0 1.8 0.1 一3 .2 一3 .2 一7 .6 一4 .3 一6 .5 一10 .0 一6 .7 2.5 6.5 6.5
1961 3.8 4.5 0.6一2 .1 一6 .6 一 〇.7 一3 .6 一5 .0 一4 .3 一1 .6 1.7 3.9 4.5
1962 2.8
1966 4.5 3.6 一2 .3 一4 .9 一4 .7 一5 .3 一9 .0 一5 .7 一7 .1 1.6 4.5
1967 7.8 1.5 2.6一2 .7 一2 .4 一5 .3 一5 .4 一7 .7 一5 .3 一3 .2 3.1 8.1 8.1
1968 4.9 4.9 0.7一1 .8 一2 .8 一3 .1 一4 .3 一7 .3 一9 .2 一4 .4 3.0 4.4 4.9
1969 9.5 4.2 1.5 一 〇.9 一4 .7 一3 .6 一9 .5 一9 .3 一6 .0 一3 .6 2.5 7.9 9.5
1970 5.7 3.2 1.7 一2 .4 一4 .9 一6 .4 一5 .4 一6 .3 一9 .4 一2 .5 0.6 7.7 7.7
1971 6.8 5.5 一 〇.4 一1 .6 一6 .7 一7 .3 一5 .6 一7 .8 一5 .2 一1 .7 1.0 7.6 7.6
26
最低気温
(℃) 1月 2月 3月 4月 5月 6月
7月 8月
`
9月 10月 11月 12月 全 年
1957年 一13 .0 一19 .9 一30 .1 一26 .0 一30 .9 一36 .1 一35 .4 一21 .5 一20 .5 一9 .9 一36 .1
1959 一10 .9 一16 .3 一27 .4 一36 .2 一35 .0 一35 .2 一39 .6 一42 .1 一29 .1 一23 .9 一10 .2 一42 .1
1960 一7 .9 一17 .0 一22 .1 一17 .9 一30 .3 一34 .6 一40 .0 一37 .3 一38 .3 一26 .0 一20 .5 一10 .5 一40 .0
1961 一11 .6 一9 .9 一20 .9 一29 .1 一30 .5 一28 .3 一42 .7 一37 .9 一29 .7 一21 .8 一17 .3 一10 .2 一42 .7
1962 一8 .0
1966 一17 .0 一18 .3 一22 .1 一24 .2 一29 .0 一33 .5 一34 .0 一34 .2 一29 .4 一16 .4 一12 .2 一34 .2
1967 一8 .8 一14 .4 一20 .8 一23 .9 一29 .3 一31 .4 一32 .4 一38 .6 一35 .9 一23 .6 一20 .2 一10 .0 一38 .6
1968 一9 .9 一12 .3 一15 .7 一19 .7 一22 .7 一26 .2 一30 .2 一32 .2 一32 .4 一29 .5 一16 .1 一9 .6 一32 .4
1969 一7 .8 一8 .5 一10 .2 一17 .4 一20 .2 一21 .4 一36 .2 一34 .1 一32 .0 一26 .5 一17 .9 一11 .6 一36 .2
1970 一9 .5 一12 .4 一22 .9 一24 .1 一32 .4 一34 .2 一38 .9 一34 .3 一34 .1 一27 .9 一20 .8 一8 .4 一38 .9
1971 一9 .1 一13 .7 一19 .4 一19 .8 一33 .0 一34 .6 一36 .4 一35 .4 一28 .7 一23 .7 一17 .5 一9 .0 一36 .4
平均湿度
(%) 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12 全 年
1957 80 79 73 72 80 78 77 75 74 70
1959 71 73 74 74 71 72 69 74 74 80 67
1960 76 69 83 77 70 76 77 77 71 77 68 67 74
1961 73 62 69 80 74 74 72 74 74 77 80 70 73
1962 70
1966 64 68 77 68
'
67 60 73 74 73 77 74
1967 77 64 60 66 69 54 50 58 47 52 56 63 60
1968 60 67 63 67 72 62 59 66 65 50 57 60 62
1969 57 61 62 67 67 61 71 72 78 65 73 64 67
1970 68 70 71 73 72 72 65 72 59 66 70 69 69
1971 70 70 79 75 57 57 63 63 65 72 69 58 67
(注:1962年まで と、1966年以降 とでは測定方法 を異 にす る)
平均風速
(m/s) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
11 12 全 年
1957 (6.3) 8.5 6.1 5.8 7.6 7.1 5.5 4.8 5.1 6.3 4.9
NE NE NE NE NE NE NE NE NE NE NE
1959 2.6 8.3 6.0 4.8 6.9 9.6 5.1 5.2 4.4 6.8 5.3
NE ENE NE NE ENE ENE NE NE NE NE NE
1960 6.4 3.9 6.6 8.2 5.3 6.2 6.9 6.0 4.1 6.5 5.0 5.7 5.7
NE ENE NE ENE ENE NE NE ENE NE NE ENE NE
1961 3.5 4.9 6.0 5.5 5.7 7.9 5.1 6.5 6.2 6.1 7.9 4.6 6.0
NE E ENE ENE E ENE NE E NE NE NE NE
1962 5.7
ENE
1966 5.2 6.1 7.5 6.9 5.9 5.3 5.4 5.9 4.9 6.7 4.3
1967 3.1 3.6 5.9 10.5 8.5 7.8 5.3 6.3 3.8 4.6 6.8 5.3 6.0
1968 3.3 5.4 10.2 7.3 6.7 4.7 4.9 9.2 6.4 7.1 7.3 3.9 6.4
1969 4.1 4.4 8.3 7.8 9.7 7.8 6.1 5.8 4.0 4.4 5.2 3.4 5.9
1970 4.4 4.7 5.0 8.4 7.6 7.2 7.2 5.5 4.3 8.1 5.0 4.4 6.0





 1  n  2  fl 3  4  1E]  5  n  6  fl  7  n  8  fl  9  fl 10 n 11  11 12  fl
IA rEi
 1957V 34.7 33.3 21.3 35.0 33.3 35.0 33.3 33.3 26.2 21.7 35.0
 NE  NE  NE  NE  NE  NE  NE  NE  ENE  NE  NE
1959 12.7 35.3 32.8 18.3 32.2 30.7 43.5 29.7 24.7 33.0 18.3 43.5
 NE  NE  NE  NE  ENE  ENE  ENE  ENE  NE  ENE  NE  ENE
1960 31.8 26.0 30.2 26.3 32.0 25.0 33.3 33.2 32.2 33.3 22.0 16.8 33.3
 NE  NE  NE  ENE  ENE  NE  ENE  NE  NE  NE  ENE  NE ENE,
 NE
1961 13.0 18.0 23.7 25.2 23.2 36.7 30.8 36.0 38.0 36.2 26.5 17.2 38.0




1967 22.0 18.6 29.9 35.0 45.4 31.3  46.1 43.2 27.4 25.9 41.0 35.2  46.1
E  NE  NE  ENE  ENE  NE  ESE  NE  ENE  ENE  NE  ENE  ESE
1968 28.4 28.8 31.2 40.9 45.1 32.0 37.1 52.0 48.9 31.9 38.8 25.6 52.0
 NE  NE  ENE  ENE  NE  NE  NE  ENE  NE  ENE  NE  ENE  ENE
1969 25.1 22.0 27.0 36.4 44.0 45.5 44.6 46.8 29.8 31.8 29.2 22.7 46.8
 ENE  ENE  NE E  ENE  ENE  NE  NE  NNE  NE  ENE  NE  NE
1970 21.1 26.8 28.8 35.5 33.2 40.2 44.0 40.8 34.0 39.1 32.0 29.0 44.0
E  ENE  ENE  ENE  ENE  ENE  ENE  NE  ENE  ENE  NE  NE  ENE
1971 45.0 36.5 35.1 33.9 33.6 37.7 38.4 41.4 45.6 40.4 37.7 17.9 45.6
 NE  ENE  NE  NE  ENE  NE  NE  NE  NE  NE  NE  ENE  NE
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
1957 8.4 7.5 6.2 5.1 6.6 5.8 5.2 6.2 5.9 5.7
1959 7.2 7.7 6.6 7.1 6.1 5.9 5.9 6.2 7.8 7.9 6.2
1960 7.9 5.9 8.3 8.7 4.7 6.9 7.3 6.3 5.3 7.4 5.6 4.7 6.6
1961 6.2 5.9 7.3 8.1 5.7 6.7 5.2 6.5 6.8 6.9 8.3 6.4 6.7
1962 7.0
1966  6.0 7.7 7.6 5.9 6.1 4.3 6.6 6.5 5.6 7.3 5.6
1967 5.7 6.9 6.9 7.9 7.2 7.1 6.6 8.2 5.4 7.8 6.8 6.0 6.9
1968 5.8 6.9 8.1 7.6 7.9 7.3 6.8 8.4 5.2 4.9 5.5 5.9 6.7
1969 5.5 7.5 7.9 7.8 6.8 7.2 7.4 5.5 6.3 5.4 6.0 5.3 6.6
1970 6.0 7.3 7.1 8.0 6.9 9.0 6.0 7.6 3.7 7.2 7.0 6.0 6.8
1971 6.4 8.2 8.0 8.4 6.1 6.4 5.8 5.9 5.7 7.8 7.5 4.7 6.7
 -  28  -
暴 風 日 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10














































































































































































































































































































































































































雪日数,快 晴 日数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 食 年
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資料7 オングル島の湖沼の化学成分




0hm/cm) ㈲ ㈹ ㈲ ㈲ (ヂ9)㈲
西オングル諸島 1962.1.21
'St.1 3.0 5.0 6.8 5.1 51.0 2.6 7.1 5.6 101 12.8
大 池 ・St.2 3.0 4.0 6.7 5.4 49.5 2.6 7.2 5.3 99.8 13.1
、St.3 3.0 7.0 7.0 5.5 51.1 2.5 7.2 5.4 100 13.1
南の小池St.1 2.5 7.0 7.3 3.5 63.4 3.0 9.3 9.3 118 31.3
'
〃St.2 2.5 5.5 7.3 3.5 68.0 3.6 10.0 9.1 134 27.3
〃St.3 2.5 6.0 7.3 5.8 47.5 2.4 5.8 3.7 95.6 18.8
〃St.4 2.5 5.5 7.4 6.0 44.3 2.4 4.1 3.5 91.6 17.8
東オングル諸島
池No11 1962.1.22一1 .0 4.0 7.1 3.2 101 5.0 6.0 3.9 159 24.4
Nα14 〃 一1 .0 5.2 7.1 1.3 231 9.9 20.9 15.4 373 84.5
Nα15 〃 一1 .0 4.0 7.0 1.1 260 12.0 30.4 17.8 464 72.2
Nα18 〃 一1 .0 4.0 7.0 3.7 94.0 4.4 8.9 5.8 167 28.9
Nα19 1962.1.232.0 3.0 7.0 1.0 231 12.1 34.1 24.0 389 157
No.20 〃 3.010.0 7.0 2.2 92.6 4.2 14.1 9.6 185 14.7
No.21 〃 3.011.07.0 0.46499 26.1 66.3 47.61,005 119
No.22 〃 3.014.0 7.1 4.0 49.1 2.6 3.8 3.6 84.2 31.3
No.23 〃 3.015.07.0 4.5 47.5 2.5 4.4 3.8 85.1 12.4
No.24 〃 2.515.27.0 3.5 63.5 2.8 7.0 5.3 110 46.5
No.7 1962.1.19 一 一 一 一 15.0 1.1 2.3 0.75 26.3 14.2




(m) 採 集 日
水 温
(℃) pH 比重 Na K Ca Mg C1 SO4
舟 底 池 2.5 10月6日 一15 .7 7.26 1,14658.2 2.4 2.22 7.87 116.6 2.47
す り ば ち 池 1 10月7日 一8 .2 7.801,09543.0 1.50.785.18 77.091.11
す り ば ち 池 2 10月7日 一3 .9 7.44 1,10442.61.6 0.835.66 83.461.22
す り ば ち 池 4 10月7日 一2 .2 7.54 1,10844.2 1.60.855.86 86.541.27
す り ば ち 池 6 10月7日 0.4 7.561,1042.61.6 0.845.66 83.051.28
ぬ る め 池 5 10月12日 2.6 8.051,02310.40.460.411.15 17.142.38
ぬ る め 池 10 10月12日 10.8 8.351,03313.50.580.661.63 24.433.41
ぬ る め 池 15 10月12日 9.4 6.801,04015.10.660.772.00 29.903.81















資料10 南極関係の文献によ くあらわれ る動植物名
ほ 乳 綱 　 Mammalia
ク ジ ラ 目　 Cetacea
ヒ ゲ ク ジ ラ 亜 目　 Mysticet　i
ナ ガ ス ク ジ ラ 科 　 Balaenopteridae
シ ロ ナ ガ ス ク ジ ラ　 Bluewhale　 Bαtαenopterαmuscutus　(Linnaeus)
ナ ガ ス ク ジ ラ　 　　 　 Fin　whale　 Bα1αenopterαpんysαtus　(Linnaeus)
イ ワ シ ク ジ ラ　 　　 　 Sei　whale　 Bα1αenoptelα60reαtis　Lesson
ク ロ ミ ン ク ク ジ ラ　 New　Zealand　piked　whale;Antarctic　minke　whale
Bαtαenopterα60nαerensts　Burmeister
ザ ト ウ ク ジ ラ　 　 　 Humpback　whale　Megαpterα　novαeαngtiαe　(Borowski)
バ ク ジ ラ 亜 目　　Odontceti
マ ッ コ ウ ク ジ ラ 科 　 Physeteridae
マ ッ コ ウ ク ジ ラ　 Sperm　whale　 Physeter　cαtodon　Linnaeus
ゴ ン ド ウ ク ジ ラ 科 　 Globicephalidae
サ カ マ タ(シ ャ チ)　Killer　whale　 Orcinu8　0Tcα　 (Linnaeus)
食 肉 目　　Carnivora
ア シ カ 科 　　Otari　idae
ミ ナ ミ ア メ リ カ オ ッ トセ イ　 　South　American　fur　seal
Aγctocephαtusαustrαlis　(Zimmermann)
ケ ル ゲ レ ン オ ッ トセ イ　　Kerguelen　fur　seal
Arctocephαtus　tτopicαlia　(Gray)
ATctocephαlus　gαze{tα　 (Peters)　が 使 わ れ る こ と が あ る 。
ア ザ ラ シ 科 　 Phocidae
カ ニ ク イ ア ザ ラ シ　 Crabeater　seal　Lobodon　cαrcinophαgus　(Hombron　and　Jacquinot)
ロ ス ア ザ ラ シ　　　　 Ross　seal　 Ommαtophocα　Tossi　Gray
ヒ ョ ウ ア ザ ラ シ　　　 Leopard　seal　 Hydrurgα　teptonyx　(Blainville)
ウ ェ ッ デ ル ア ザ ラ シWeddellseal　 Leptonycんotesweddetli　(Lesson)
ミ ナ ミ ゾ ウ ア ザ ラ シ　Elephant　seal;Sea　elephant
Miroungαteoninα(Linnaeus)
鳥 網 　 Aves
ミ ズ ナ ギ ド リ 目　 Tubinares
ア ホ ウ ド リ科 　 Diomedeidae
ワ タ リ ア ホ ウ ド リ　 　 Wandering　albatross
D　iom　e(ieα　exμ1αns　Linnaeus
ミ ズ ナ ギ ド リ科 　 Procellariidae
マ ダ ラ フ ル マ カ モ メ　　Cape　pigeon　Dαption　cαpensis　(Linnaeus)
ギ ン フ ル マ カ モ メ　　 　 Silver-grey　fulmar
Fulmαrus　glαciαtoides　(Smith)
ユ キ ド リ　 　　 　　 　　 　 Snow　petrel　Pαgodアαmαniveα　 (Forster)
ウ ミ ツ バ メ 科 　　　　　　Hydrobatidae
ア シ ナ ガ コ シ ジ ロ ウ ミ ツ バ メ　 Wilson's　storm-petrel
Oceαnites　oceαnicus　(Kuhl)
シ ギ カ モ メ 目　 Limicolac-Lari
トウ ゾ ク カ モ メ 科 　　Stercorariidae
ナ ン キ ョ ク オ オ ト ウ ゾ ク カ モ メ　 South-polar　skua;McCormick's　skua
Cαthαrαctαmαccormicki　(Saunders);
Ste7corαriUS　skua　mαccorm　ickiが 使 わ れ る こ と も 多 い 。
ペ ン ギ ン 目　　S　pheni　sci
ペ ン ギ ン科 　　Spheni　scidae
エ ン ペ ラ ペ ン ギ ン　 Emperor　penguin　Aptenodytes　∫oγsteri　Gray
キ ン グ ペ ン ギ ン　　　King　Penguin　 Aptenodytes　patαgonicαMillar
ア デ リ ー ペ ン ギ ン　 Adelie　penguin　Pygo8celisαdetiαe　(Hombron　and　Jacquinot)
ヒ ゲ ペ ン ギ ン　　　　　Chinstrap　penguin　Pygoscelts　antαrcticα(Forster)
ゼ ン ツ ー ペ ン ギ ン　 Gentoo　penguin　Pygosceti8　pαpuα　(Forster)
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魚 網　 Pisces
ス ズ キ 目　 Percida
ス ズ キ 亜 目　　Percina;　Percoidei
　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 Antarctic　giant
コ オ リ ウ オ 科 　Chaenichthyidae
ス イ シ ョ ウ ウ オ=コ オ リ カ マ ス
バ シ ド ラ コ 科 　B　athydraconidae
キ バ ゴ チ
原 索 動 物 門 　 Protochordata
ホ ヤ(海 鞘)綱 　 Tunicata
ホ ヤ 目　 Ascidiacea　(sea-squirts,　ascidians)
棘 皮 動 物 門 　 Echinodermata　(echinoderms)
ウ ミ ユ リ綱 　 Crinoidea　(sea-lilies,crinoids)
ナ マ コ 綱 　　 Holothuroidea　(sea-cucumbers)
ヒ トデ 綱 　　 Asteroidea　(starfishes,　ea-stars)
Dtptαsteriαs　brucei　(Koehler)
Odontαster　vαlidus　Koehler
ク モ ヒ トデ 綱Ophiuroidea　(brittle-stars)　Ophiocαmαc　drygαlshii　Hertz
ウ ニ 綱 　Echinoidea　(sea-urchins)　 StTechinus　neumαyeTi　(Meissner)
毛 が く 動 物 門 　Chaetognatha　(arrowworms)
触 手 動 物 門　Tentaculata
コ ケ ム シ 綱 　Bryozoa;　Polyzoa;　Ectoprocta　(sea-mat;　sea-mosses;moss-animals　)
腕 足 綱 　Brachiopoda　(lamp-shells)
節 足 動 物 門 　Arthropoda
甲 殻 綱Crustacea　 (crustaceans)
か い あ し亜 綱=か い あ し 類 　C　opepoda
カ ラ ヌ ス 目　　Cal　anoida　 Cα1αnus　proptnquns　Brady
軟 甲 亜 綱Maracostraca
等 脚 目　Isopoda　 Gtypt飢otus　antαγcticus　(Eights)
端 暑 脚 目　 Amphipoda　 Pαrαthemisto　gaudichaudii　(Cu6r.)
Wαldechiαobesα(Chevr.　)
ア ミ 目　 Mysidacea　(opossum-shrimps)





ユ ス リ カ 科Chironomidae　 Pαγocんlus　steinenii　(Gercke)
Wingless　fly　 BelgicααntαrcticαJacobs
ト ビ ム シ 目　 Collembola(springtails)　 Frieseαgri8eα　　(Schaffer)
ク モ 形 鋼Arachnida
ダ ニ 目　 Acarina　(mites)
ウ ミ グ モ 綱 　Pycnogonida　(sea-spiders)
ク マ ム シ 門Tardigrada　(water-bears)
環 形 動 物 門 　Annelida
多 毛 環 虫 綱 　Polychaeta
遊 泳 目　Errantia　(sandworms)
底 生 国　 Sedentaria　(tubeworms)
軟 体 動 物 門Mollusca　 (mollusks)
腹 足 綱 　Gastropoda　(snalils)　 Pαtinigerαpolαris　(Hombron　and　Jacquinot)
ノ ト七 二 ア 科　Nototheniidae
ウ ミタ カ ス ズ キ
ナ ンキ ョク カ ジ カ
シ ョ ウ ワ ギ ス
ウ ロ コ ギ ス
ボ ウ ズ ハ ゲ ギ ス














ナ ンキ ョ クバ イ　　　　　　　　　　　　 Chtαnidota　densesculptα(Martens)
双 殻 綱　Bivalvia;　Pelecypoda　(bivalves)
ナ ンキ ョク ヅ キ ヒガ イ　　　　　　　　　Adαmussium　cotbechi　Smith
ナ ンキ ョク オ キ ナ ガ イLαternulαettipticα 　(King　and　Broderip)
頭 足 綱　C　ephalopoda
袋 形 動 物 門　 Aschelminthes
輪 虫 綱Rotatoria　(rotifers)　 Encentrumαntarcticum　Sudzuki
線 虫 綱 　Nemat　oda j
ひ も形 動 物 門　 Nemertinea
tLi
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八 放 サ ン ゴ亜 綱　Octocorallia
ウ ミケ イ トウ 目　Alcyonacea
ヤ ギ 目Gorgonaria　 ThouαrellαtongispinosαKUkenthal
ウ ミエ ラ 目　Pennatulida
六 放 サ ン ゴ亜 綱　Hexacorallia
イ ソ ギ ンチ ャ ク 目　Actiniaria　(sea-anemones)
UrticinopsisαntarctiCUS
海 綿 動 物 門　 Porifera　(sponges)
原 生 動 物 門　Protozoa
ベ ン毛 虫 綱　Flagellata
渦 べ ん 毛 虫 目　Dinoflagellida
肉 質 綱　Sarcodina
ア メ ー バ 目　 Amoebida
有 孔 虫 目　Foraminiferida
胞 子 虫 綱　Sporozoa
せ ん 毛 虫 綱Ciliata
被 子 植 物 門　Angiospermae
な で し こ科 　C　aryophyllaceae
ナ ンキ ョク ミ ド リナ デ シ コ　　　　　　 Colobαnthu8　quitensis　(Kunth)　Barth,　Colobαnthus
crα8sifotius　d'Urville　が 使 わ れ た こ とが あ る
い ね科Gramineae
ナ ン キ ョク コ メ ス ス キ　　　　　　　　　DeschαmpstααntαrcticαDesv.
蘇 苔(こ け)植 物 門　Bryophyta　(mosses)
苔 綱　Hepaticae
蘇 綱Musci
ギ ン ゴ ケ　　　　　　　　　　　　　　　　 B　ryumαrgenteum　Hedw
ナ ン キ ョ クマ ゴ ケ　　　　　　　　　　　　　B　ryum　inconnexum　Cacd.
ム ラサ キヤ ネ ゴ ケ　　　　　　　　　　　　Ceratodon　purpureus　(Hedw.)　Brii.
真 菌 植 物 門　 Eumycetes　(fungi)　 Sαcchαromyce8　(yeα8t)
不 完 全 菌 類　 Fungi　inperfecti
紅 藻 植 物 門　 Rhodophyta
褐 藻 植 物 門　 Phaeophyta
緑 藻 植 物 門　　Chlorophyta
ナ ン キ ョク カ ワ ノ リ　　　　　　　　　　Prαsiotα　 cTispαsubsp.αntarcticα　(KUtzing　)
ケ イ藻 植 物 門　 Bacillariophyta　(di tomeac,　diatoms)
地 衣 植 物 門　 Lichenophyta　 UsneαsuLphuTeα　 (Kaen.　)
BueLtiα∫rigidαDarb.
分 裂植 物 門　　S　chizophyta
藍 藻 植 物 綱 　Cyanophyceae　(blue　green　algae)
Osci　tlαtoriαsimpticissimαGom.
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え ら と血液 が赤 い
体 は 鱗 で覆 われ て い る。 背 びれ は二 つ え らぶ た に棘 が ない
後 頭 部 を含 む頭 の先 に うろ こが ない
頬 及 び え らぶ た の下 半 分 に鱗 が ない
胸 びれ に17～19本の条 が あ る　 Notothenia　coriiceps　negユecta
(ア デ リー コー ス ト以西 の東 南極 か らは 未報 告)
胸 びれ に23～25本 の条 が ある
後 背 びれ に54～57本 の 条 、し りび れ に51～53条 が あ る。尾 びれ には斑 点 も
縞 もない… …Trematomus　borchqrevinki
後 背 び れ に30～55条 、 し りびれ29～50条 、尾 びれ には 小 さ な黒 い 点 が た て
縞 をつ くつてい る… …　T.　brachysoma　(珍 種)
頬 とえ らぶ た は完 全 に鱗 に覆 われ て い る
胸 びれ の色 うす く条 は24～26本 、 眼 間距 離 は 眼 の 直径 にほ ぼ等 しい… …
T.　newnesi
胸 び れ は 後 方 に い く に 従 っ て 黒 くな る、条 は28～50、 眼 間 距 離 は 眼 の 直 径 の 半
分 、 下 の 歯 が 大 き く一 寸 曲 っ て い る … …　T。　nicoユai
頭 部 の 殆 ん ど、 少 く と も眼 後 端 ま で は 鱗 に 覆 わ れ て い る
眼 の 間 の ス ペ ー ス の 大 部 分 に鱗 が な い … …　T。　bernacchii
眼 の 間 は 完 全 に鱗 に 覆 わ れ て い る
尾 に 数 条 の た て 縞 が あ り、 眼 間 距 離 は 眼 の 直 径 の 半 分 よ り大 。 胸 び れ に27～
29本 の条 、し り び れ に は33～56本 の条 が あ る … …　T.　hansoni
尾 に た て じ ま な く眼 間 距 離 は 眼 の 直 径 の 半 分 よ り少 。 胸 び れ に24～25本 の 条
し りび れ に29～31本 の条 あ り… …　T.　pennellii
(こ の 種 は よ く研 究 さ れ て い な い 。　T。　centronotus　と い う非 常 に よ く似 た
種 が 、 や や 深 い と こ ろ に い る)
鱗 な し、 背 び れ は 一 つ 、 え らぶ た に 強 い棘 が あ る
え らは 無 色 か うす い ク リー ム 色 、 血 液 に 色 な し… …　Chaenichthyidae
(珍 種)
Dissostichus　mawsoni　　 口大 、 キ バ の よ うな 歯 、 小 さ い鱗1.5m50kg
若 魚 に は 黒 い た て 縞 が あ る 。
PユeUragram皿a　antarCtiCU皿 に しん に に て い る。 細 か くは が れ 易 い 銀 色
の 鱗.
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Ca.　T.hanson　　ウ ロ コ ギ ス　 　 　 b.　T.bernacchii
c.　T.nicolai　 d.　T.　newnesi
e.　T.borchgrevinki　ホ ウ ズ ハ ゲ ギ ス
シ ョウ ワギ ス
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資料16昭 和基地で釣れた魚 について
1　.　Tremd†omus　bernacchii　Boulenger　シ ョ ウ ワ ギ ス
最 も普 通 な種 類 、 オ ングル ダ ボハ ゼ と呼 ば れ て い た ものの か な りの部 分 が この種 類
2.　T.　vicarius　Lonnbergショ ウ ワ ギ ス ダ マ シ
あ ま り多 くな い
3.　T.newnesi　Boulenger　ハ ゲ ギ ス
あ ま り多 くな い
4.　T.nicoldi　Boulenger　　ニ 七 八 ゲ ギ ス
あ ま り多 くな い
5.　T.　borchgrevinki　(Boulenger)　ボ ウ ズ ハ ゲ ギ ス
浮 き魚 で海 氷 直下 を群 泳 す る。上 か らみ る と白 くみ える。
釣 り上 げ る と体色 が急 変 し黒 くな る。 マ ボ ロ シの魚 と呼 ば れ て い た。
6.　T.honsoni　Boulenger　ウ ロ コ ギ ス
か な り普 通 の種 で 、 オ ング ル ダ ボハ ゼ と呼 ばれ た もの の一 部 をな して い た と思 わ れ る 。
7.　T.　centronotus　Regan　　　 ヒ レ トゲ ギ ス
あ ま り多 くない。
8.　Dissos†icus　mawsoni　Normqnラ イ ギ ョ ダ マ シ.
成 長 す る と1.5m60kg位にま でな るが 、 これ まで には幼 魚 しか釣 られ て いな い 。
9　.　Gymnodraco　qcu†iceps　Boulenger　キ バ ゴ チ
コチ に似 て い る
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資料17南 極条約第9条
1こ の条 約 の前文 に列 記 す る締 約 国の代 表 者 は、情 報 を交 換 し、 南極 地 域 に関 す る共 通
の利 害 関 係 の あ る事項 に つ い て協 議 し、並 び に次 の こ とに関 す る措置 を含 む この条 約 の
原 則及 び 目的 を助 長 す る措 置 を立案 し、審 議 し、及 びそ れ ぞ れ の政 府 に勧 告 す る ため 、
この条 約 の効 力 発 生 の 日の後 二 箇 月以 内 に キ ャンベ ラで、 そ の後 は 、適 当 な間 隔 を置 き
か つ 、適 当 な場 所 で 、会 合 す る。
(a)南極 地 域 を平 和 的 目的 の み に利 用 す るこ と。
(b)南極地 域 に お け る科 学 的 研 究 を容 易 にす る とと。
(c)南極 地 域va　teける国 際 間 の科学 的協 力 を容 易 に す る こ と。
(d)第七条 に定 め る査察 を行 な う権 利 の行 使 を容 易 にす る こ と。
(e)南極 地 域va　teける裁 判 権 の行 使 に 関す る こ と。
(f)南極 地 域va　k・け る生 物 資 源 を保 護 し、及 び保 存 す る こ と。
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資料18第3回 南極条約協議会 議勧告III　-V皿～M
皿－m南 極 におけ る生物資源 の保護保存 についての合意措置
南極条約第9条 を考慮 し第1回 協議会議勧告1-vetaよび第2回 協議会議勧告亙一皿
を想起 し、付属の 「南極 における生物資源の保護保存 についての合意措置 」をなるべ く
すみやかに承認す ることお よび遅滞 な く実施 す ることを各参加国政府 に対 して勧告す る。
南極条約第9条 に より第5回 協議会議 に参加 した政府 は、南極条約の原則 と目的を実施
す ることを希望 し、南極 におけ る生物資源の研究の科学的重要性、極 悪なる環境に対す る
適応性 お よび同環境 との内部関係 を認識 し、 これ らの生物 資源 のユニークな性格 、極地的
分布お よび特 に絶滅にひん した無保護状態な らびに感受性 を考慮 し、南極条約の枠 内でさ
らに生物資源の保護、科学的研 究む よび合理的用益 を増進 し成果 をあける ことを希望 し、
国際学術連合のSCARに よって発展 された保護保存 の原則 に特別 な関心 を有 し、 ここに
南極条 約地域 を特別保存区域 と して考慮して次の措置について合意 した。
1.こ の措置 は 南極 条 約 が適 用 され る同一 地 域(以 下 南極 条 約 地域 とい う)即 ちす ぺ て の
氷 棚 を含 む 南緯60度 以 南 の地域 に適 用 され る。
2.こ の措 置 は 南極 条 約 地域 に お い て公 海 に関 す る国 際法 に よりい か な る国 の権 利 また は
権 利 の行 使 を もさ また げ ず 、 ま たい か な る方 法 に お い て も影 響 を お よぼ す ことな く、 ま
た査 察 につ い て の南 極条 約 の実施 を制 限 しない 。
5.こ の措置 の付 属 書 は 同 措置 の不 可 分 の一 部 とな る。 この措 置 に つ いて の すべ ての 対 照
は付 属 書 を も含 む もの と して取 扱 わ れ る。
この措 置 の 目的 の た め次 の とお り定 め る。
a)「 原 生 哺 乳類 」 とは、 鯨 を 除 き、 南極 地 域 に固有 の 、 も し くは 自然 の 分布 過 程 に よつ
てそ の地 に あ る哺 乳 動 物 の すべ て の種 の 、 いか な る成 育段 階 に ある か を問 わず 、 す べ て
の個 体 をい う。
b)「 原 生 鳥類 」 とは 南極 地域 に固有 の、 も し くは 自然 の分 布過 程 に よって そ の地 に ある
鳥 のす べ て の種 の、 い か な る成 育過 程(卵 で ある と きを含 む)に あるか を問 わず 、す べ
て の個 体 をい う。
c)「 原 生植 物 」 とは 南極 地 域 に固有 の、 も し くは 自然 の 分布 過 程 に よつてそ の地 に ある、
いか な る成 育過 程(種 子 の状 態 を含 む)に あ るか を問 わ ず 、す べ て の植 物 類 をい う。
d)「 権 限 あ る当局 者 」 とは この措 置 に基 づ く許 可 の発 出 の権 能 を締 約 国政 府 か ら認 め ら
れ た者 をい う。
e)「 許 可 」 とは権 限 ある 当局者 に よ って 発 出 され た 公式 の許 可 書 状 を い う。
f)「 締 約 国政 府 」 とは この措置 の第15条 に基 づい て 同措 置 が 効 力 を生 じた政 府 をい う。
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締約国政府は この措置 を実施するため適切な手段 を とらねばな らない。
締 約 国政 府 は 、特 に禁止 され た活 動 の 項 目を送 達 し、特 に保 護 され る種 お よび区 域 の リ
ス トを供 与 し、 この 措置 の各 条 項 を理 解 し遵 守 す る こ とを保 証 す る に足 る情 報 を観 測 隊 員
蛤 よび基 地 に配 布 しなけ れ ば な らな い。
この措置は人命の損失 また は船舶 あるいは航空機 の安全を蓋びやかす極 度の危険が ある
際は適 用され ない。
1.各 締 約 国政 府 は 、南 極 条 約地 域 に おい て、 許 可 に従 って 行 な う場合 を 除 い ては 、 いか
な る原 生 哺 乳類 また は鳥 類 の殺 傷 、捕 獲 ま た は妨 害 あ るい は そ の予 備 行為 を禁 止 せ ね ば
な らない。
2.上 記 の許 可 は で き る限b条 件 を特 記 して作 成 され 、 か つ 、 次 の 目的 に つ い ての み 発 出
され る。
a)南 極 条 約 地域 にお い て限定 さ れ た量 の 、 ま た本 措置 の 目的tsよび原 則 に合 致 して い
る観測 隊 員 また は犬 に対 す る必 要 不 可決 な食 糧 を提 供 す る こ と。
b)科 学 的研 究 また は情 報 の ため の標 本 を提供 す る こ と。
c)博 物 館 、動 物 園 ある い は他 の教 育 ま たは文 化 研 究 所 に標 本 を提 供 す る こ と。
5.特 別 保 護 地 区 に おけ る許 可 は第8条 に基 づ い て のみ発 出 され る。
4.締 約 国政 府 は 次 の こ とが で き るだけ 保 証 さ れ る よ うに 許 可 の発 出 を制 限 しなけ れ ば
な らな い。
a)い か な る年 度 に も次 の繁殖 期 間 にお い て通 例 自然 の再 生 産 に よ り交 替 され る よ り多
くの原 生 哺 乳類 ま た は鳥 類 が殺 害 また は捕 獲 され ない こ と。
b)南 極 地 域va　teける種 の多様 性 お よび 自然 の生 態系 の均 こ うが維 持 され る と と。
5.こ の措 置 の 付 属 書Aに 記 載 さ れ て い る原 生 哺 乳rCk・よび鳥 類 の種 は 「特 別 保 護種 」 に
指 定 され 、 か つ 、 締約 国政 府 に よ る特 別 の保 護 が与 え られ な けれ ぱ な らない 。
6.締 約 国政 府 は、本 条 第7節 に基 づ く場合 を除 い ては 、 い か な る権 限 ある 当局 者 に対 し
て も特 別 保 護 種 に つ い て の許可 を発 す る権 限 を与 え て は な らない 。
7次 の場 合 に限 り特 別 保 護 種 に つ い て も本 条 に よ り許 可 を発 出す る ことが で き る。
a)必 要 不 可 決 な科 学 的 目的 の た め発 出 され 、
b)許 可 され る行 為 が現 存 の 自然生 態 系 ま た は 当該 種 の存 続 を脅 や か さ な い場 合 。
1.各 締約国政府は原生哺乳類 または鳥類 の通常の生活状況に有害 な干 渉またはそれ に至
るおそれの ある行為 を最小限 に止 めるため適当な措置 をとる。
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2.次 の行 為 お よ び活 動 は 有害 な干 渉 とみ なす 。
a)犬 を 自 由に走 り廻 れ る よ うに してお くこ と。
b)鳥 類 お よび アザ ラ シの集息 地 を不 必要 に騒 がせ る よ うな方 法 で ヘ リコ プター ま た は
航空 機 を航 行 させ る こ と、 ま た は同 地 の近 く(例 えば200メ ー トル 以 内)に 着 陸 す る
こと。
c)鳥 類 お よび アザ ラ シの集 息 地 の不 必要 に近 く(例 え ば200メ ー トル以 内)で 車 輌 を
運転 す る こ と。
d)鳥 類teよび アザ ラ シの集 息 地 の近 くで爆 発 物 を使 用 す る こ と。
e)鳥 類 お よびア ザ ラ シの集忌 地 の 近 く(例 え ば200メ ー トル以 内)で 火器 類 を使 用 す
る こ と。
f)産 卵 期 間 に鳥ifk・よび ア ザ ラシのせ い息地 を執 よ うに歩 きま わ り妨 害 す る こ と。
但 し上 記 の 行動 は(a)k－よび(e)にのべ られ た事 項 を除 き基 地 の設 定 、 補 給 お よび作 業 の ため
に 必要 最低 限度 の許 可 を与 え る ことが で きる。
5.各 締 約 国政 府 は沿岸 お よび氷 棚 に隣接 した水域 の汚 染 を軽 減 す る あ らゆ る合 理 的 な手
段 が と られ なけ れ ぱ な らな い。
付 属 書Bに 記 載 され て い る著 し く学術 的 に興 味 あ る地域 は 「特 別保 護 区 域 」 に 指定 され 、
ユ ニ ーク な 自然 の生 態系 が維持 され る よ う締 約 国政 府 に よ る特 別 の 保 護 が与 え られ なけ れ
ば な らない 。
この措 置 の他 の条 項 に規 定 され て い る禁 止 お よび保 護 措置 の他 に、 締 約 国 は特 別 保護 地
域 にお いて さ らに次 の 事項 を禁 止 しなけれ ぱ な らな い。
a)許 可 に基 づ く場 合 を除 い て、原 生 植 物 の採集
b)車 軸 の運 転
3.本 条 第4節 に基 づ く場 合 を除 い て 、第6条 に よ り発 出さ れた 許 可 は特 別 保 護 区域 内 に
お いて は効 力 を有 しな い。
4.許 可 は 次 の場 合 につ い ては特 別 保 護 地 域 に お いて 効 力 を有 す る もの とす る。
a)他 の場 所 にお い て は入 手 す る こ とが で きず 、 か つ 、 必要 不 可 決 な科 学 的 目的 の た め
に発 出 され
b)許 可 され た行 為 が 同地域 に お いて存 在 す る 自然 の 生態 系 を危 く しない と き。
1.各 締 約 国 政 府 は 、許 可 に基 づ く場 合 を除 き、南 極条 約地 域 に固有 で な い動物 ま た は植
物 の種 を同地 域 に搬 入 す る こ とを禁 止 しなけれ ぱ な らな い 。
2.本 条 第1節 に よ る許 可 は、条 件 をで き るだ け特 記 す る こ と もに、付 属 書Cに 記 載 され
てい る動 物 ま たは植 物 の輸 入 を許可 す る場 合 に限 り発 出 さ れ る。 同動 物 ま たは 同植 物 が
南 極条 約地 域 にお い て管 理 され な い ま ま に放 置 され れ ば 自然 の体 系 に害 をお よぼ すお そ
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れ の あ る場 合 には 、許 可 に は、 そ の動 物 お よび植 物 が 確 実 に管 理 され、 さ らに、 目的 を
遂 行 した後 は、 南極 条 約 地域 か ら搬 出 され るか、 ま たは完 全 に処 分 され る こ とを条件 と
しなけれ ば な らない。
5.本 条 第1項 、 第2項 は、 この 目的 の た め に使 われ る動 物 お よび植 物 が管 理 され た状 況
に あ る限 り、 南 極条 約 地 域 へ の食 糧 と しての搬 入 に は適 用 され な い。
4.各 締約 国政 府 は 南極 条 約 地域 へ の 寄生 動物 お よび病疫 の偶然 の流 入 を防 止 す る よ うな
あ らゆ る合 理 的 予防 手 段 が と られ る こ とを確 保 しなけ れ ば な らな い。
各 締 約 国政 府 は 、 い か な る もの も南 極 地 域 にお い て本 措置 の原 則 また は 目的 に反 す る活
動 を行 なわ な い よ うにす る た め、 国 際連 合 憲 章 の趣 旨 に合 致 す る、 適 切 な努 力 を払 うこ と
を約 束 す る。
自国籍以外 の船舶 を使 用する観測隊の属す る各 締国政府 は、実行 し得る限 り、 これ らの
船 舶の乗組 員が本措置を遵守す る ようその船舶の所有者 と取決 めを行 なわねばな らない。
締約 国政府 は次の事項の検討 に必要 な所要 の取決 めを締結す ることがで きる。
a)南極条約地域 にむい て毎 年殺害 または捕 獲 される野生哺乳rCteよび鳥類の各種 ごと
の記録(許 可 の記録 を含 む)む よひ統計 の収集 、交換並 びに保護 を必要 とする種の範
囲
b)南 極 条 約 地 域 におけ る原生 哺 乳類 お よび鳥 類 の状 態 に関 す る情 報 の入手 と交 換。
c)各 地 域 にお い て食 糧 、 科学 的 研 究 、そ の他 の 用 途 の た め収 用 され る こ とが許 可 され
る野 生 動 物 ま た は鳥 類 の数 。
d)本 条 第2節 に基 づ き締 約国 政府 に よつて提 出 され る情 報 の共 通 の 形 式設 定 。
2.各 締 約 国政 府 は この 措 置 の実 施 に関連 して、 前 年 の7月1日 か ら6月 ろ0日まで の期 間
に実 行 され た手 段3s・よび収 集 され た 情報 を11月 末 日ま で に文書 によ り他 の政 府 に 通報
しなけ れ ば な らない 。 南極 条 約 第7条5に よ り情 報 の 交 換 を して い る政 府 は 同時 に この
措置 の実 施 に 関連 す る情 報 を送 達 す る こ とが で きる。
南極 条 約第9条 に定 め る会 合 に代 表者 を参 加 させ る権 利 を認 め られ た すべ て の政府 に よ
る承 認 の通報 が 、 勧 告1-XM5)に より指定 され た政 府 に よつて受 領 され た時 か ら この 措
置 は これ らの政 府 につ い て効 力 を生 ず る。
2.そ の後 にお いて も、 南極 条 約 の いず れ か の 締約 国 は勧 告 皿 一孤 の 目的 に合 す る場 合 、
この措置 を採 用 し、 これ に拘 束 され る意 図 を寄 託 国政 府 に通 告 す る ことに よ り、 この措
置 を受諾 す る こ とが で きる。 この措 置 はそ の政 府 につ い て は通 告 受領 の 日に効 力 を生 ず
る。
5.寄 託 国政 府 は本条 第1項 に掲 げ る政 府 に対 し、 この措置 の 個 々の承 認 通 知 、 効 力 発生
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年 月 日お よび個 々の受 諾 通 告 につ き通 報 す る。寄 託 国政 府 は この措 置 を受 諾 した す べ て
の政府 に そ の後 の すべ て の受諾 通告 につ い て通 報 す る。
1.こ の措 置 はい つ で も南 極 条 約第9条 にい う会 合 に代 表 者 を参 加 させ る権 利 を有 す る政
府 の一 致 した合 意 に より改 正 す る こ とが で きる。
2.付 属書 は、 別 個 に外 交 チ ャネル を通 じて、 必要 な改 正 を行 な うことが で きる。
5.外 交 チャ ネ ル を通 じて提 起 され る改 正 案 は 文書 を もって寄 託 国 政 府 に 提 出 され なけ れ
ぱ な らな い 。 同政 府 は承 認 の 検 討 を求 め るた め本 条 第1節 に掲 げ る政府 に改 正 案 を通 報
す る と同 時 に他 の締 約 国政府 に も通 報 しなけ れぱ な らない。
4.い ずれ の改正 も寄 託 国 政府 が本 条 第1節 に掲 げ るすべ て の政府 か ら承 認 の通 報 を受領
した 日に効 力 を生 じる。
5.寄 託 国政 府 は 同政 府 に通 報 さ れた 個 々の承 認 の受 領 の 日をそ れ ら政府 に通 報 す る。
6.前 記 改 正 は 、受 諾 しない こ とを寄 託 国政 府 に通報 してか ら2ヵ 月経 過 した締 約 国 を除
い て 、 いず れ の締 約 国 政府 に対 して も同 日付 に効 力 を生 ず る。
付 属 書A
特 別 保 護 種
(略)
付属 書B
特 別 保 護 地 域
(略)
付 属 書c
動 物 お よび植 物 の 輸入
次 に あげ る動物 お よび植物 は第9条(2)によ り発 出さ れ た許 可 に基 づ き南 極地 域 に搬 入 す
る こ とが で きる。
a)そ りひ き犬
わ)家 庭 用 動 物 お よび植 物
c)研 究用 動 物 お よび植 物
付 属書D
南極 条 約 地 域 におけ る寄 生動 物 お よび流行 病 の偶 然 の流 入 を阻止 す る予防 手 段 次 に あげ
る注 意 が は らわ れ な くて は な らな い。
1.犬 、 南 極条 約 地域 に輸 入 さ れ るす べ て の犬 には 、次 の流行 病 に対 す る接 種 を しな くて





d)ユ 。pt。pir・si・　(L　Cani…　 a　and　L・　int・r・ha・皿 rrhagi・a・)
す べ て の犬 は 南極 条 約 地域 に到 着 前 少 な くと も2ヵ 月前 に接 種 しな くては な らな い。
2.家
本 措置 の第9条(ろ)にもかか わ らず生 き てい る家禽 は1966年7月1日 以 降南 極条 約
地域 に搬 入 して は な らなレ{。
(注)以 上 を も って勧 告 五 一珊 とそ の付 属 書 は 完 結。
皿 －IX　生物 資 源 の 保護 保 存 の た め の暫 定 基 準
「生 物 資 源 の保 護 保 存 の た め の合意 措 置 」が 南極 条 約 第9条 に基 づ き効 力 の発 生 をみ る
まで の 間 に沿い て も、同 措置 が実 行 可 能 な限 り準 則 と して考 慮 され る こ とを参 加 国政 府 に
対 し勧告 す る。
皿 －X南 極 に おけ る生物 資源 の保 護 保 存 につ い て のsCARの 関心
生 物 資源 の保 護 保 存 に関 す る事 項 につ い て、SCARに よ りす で に と られ た イニ シ ャ チ
ィ ブを認 識 し、勧 告1-Wに 定義 さ れたSCARの 役割 を考 慮 し、SCARに 対 しこの こ
とにつ い ての関 心 を継 続 し、 この問題 につ いて適 時 に報 告書 を準 備 す る こ と、 特 に現在 の
時 点 に 凄 いてSCARに よ って検 討 さ れ た結 果 が 「生 物 資 源 の保 護 保 存 につ い て の合 意措
置 」の付 属 書 に記 載 され る よ うにSCARを 援 助 す る よ う参 加 国政 府 に対 して勧 告 す る。
皿 －XI　遠 洋 アザ ラシお よび浮 氷 上 にい る動 物 相 の捕 獲 ※
生物 資源 の保 護 保 存 につ い て の合 意 措置 の採 択 に際 して、
1)遠 洋 ア ザ ラシま た は浮 氷上 に い る動 物相 の捕 獲 につ き適 当 な任 意 的規 制 が 同措 置 の 目
的 お よび原 則 の遂 行 の た め極 め て重 要 で あ る こ とを考 慮 し、
2)こ の事項 が第4回 協 議 会 議 の議題 にふ くま れ る よ う、 サ ンチ ャ ゴ にお い て 開催 され る
同打 合 せ 会 に お いて 、実 行 可 能 な 限 りの広 い基 礎 に た ち、 さ らに検 討 さ れ る こ とを参 加
国政 府 に勧 告 す る。
5)自 国 に船 籍 を有 す る船 舶 が南 緯60度 以 南 に おけ る遠 洋 アザ ラシま たは浮 氷 上 にい る
動 物 の捕 獲 に従事 す る際は 、 すべ て の政 府 は捕 獲 され た種 の持 続 を確 保 しまた 自然 の生
態系 が重 大 な危 殆 に ひん しない よ うにす るた め、 これ らの活 動 を 自発 的 に規 制 しなけれ
ば な らな い。
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